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二十歳の再会、弾ける笑顔で
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停
電
の
と
き
に
は
ご
注
意
を

◎ 

停
電
時
に
照
明
代
わ
り
に
ろ
う
そ

く
な
ど
を
使
用
す
る
と
き
は
、
火

災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

灯
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
燃
焼
器
具

を
使
用
す
る
と
き
も
定
期
的
に
換

気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

停
電
解
消
時
の
火
災
防
止
の
た
め
、

ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
電
熱
器
具
・
装

置
の
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

出
掛
け
る
と
き
に
は
、
分
電
盤
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
か
ら
外
出

す
る
と
、
電
気
の
消
し
忘
れ
に
よ

る
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
よ

り
安
全
で
す
。

停
電
に
備
え
て
用
意
し
て
お
く
も
の

　

停
電
が
起
き
て
か
ら
慌
て
る
の
で

は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
懐
中
電
灯
・
ろ
う
そ
く
・
ラ
ン
タ
ン

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

□
灯
油
ス
ト
ー
ブ

□
使
い
切
り
カ
イ
ロ
・
湯
た
ん
ぽ

□
乾
電
池

□
携
帯
電
話
の
乾
電
池
式
充
電
器

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
電
気
が
使
わ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い

て
、
万
が
一
、
停
電
が
発
生
し
、
し
か
も

そ
れ
が
冬
期
間
に
お
い
て
長
時
間
継
続
し

た
場
合
は
、
市
民
の
生
命
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
規
模
停
電
を
踏
ま
え
、
市
は
、

停
電
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
避
難
所

で
の
発
電
機
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
備
蓄
を

行
う
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら

飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄
し
、
避
難

生
活
に
必
要
な
も
の
を
詰
め
た
非
常
用
持

ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主
な
支
援
内
容

● 

発
電
機　

関
係
機
関
や
民
間
企
業
か
ら

貸
与
さ
れ
た
発
電
機
を
使
用
し
、
照
明

な
ど
を
確
保
し
ま
し
た
。

● 

ス
ト
ー
ブ　

自
治
体
や
民
間
企
業
か
ら

貸
与
・
提
供
さ
れ
た
ス
ト
ー
ブ
を
活
用

し
、
避
難
所
の
暖
房
な
ど
、
寒
さ
対
策

を
行
い
ま
し
た
。

● 

毛
布　

市
の
備
蓄
毛
布
の
ほ
か
、
関
係

機
関
か
ら
貸
与
・
提
供
さ
れ
た
毛
布
を

活
用
し
、
寒
さ
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

● 

炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

市
民
活
動

団
体
な
ど
の
積
極
的
な
協
力
を
い
た
だ

き
、
豚
汁
や
う
ど
ん
な
ど
、
避
難
者
に

温
か
い
食
事
を
提
供
し
ま
し
た
。

● 

食
糧
品
・
飲
料
水　

市
の
備
蓄
非
常
食

の
ほ
か
、
姉
妹
都
市
や
民
間
企
業
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
た
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、

飲
料
水
な
ど
を
活
用
し
、
避
難
者
に
食

事
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

● 

健
康
チ
ェ
ッ
ク　

関
係
機
関
や
市
内
外

の
医
療
機
関
の
協
力
の
も
と
、
市
保
健

師
や
医
師
、
看
護
師
な
ど
に
よ
る
避
難

所
の
巡
回
を
行
い
、
避
難
者
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
11
月
27
日
㈫
か
ら
30
日
㈮
に

か
け
て
市
内
で
発
生
し
た
大
規
模
停
電
は
、

観
測
史
上
2
位
（
登
別
市
内
）
の
強
風
に

雪
が
重
な
る
と
い
っ
た
過
酷
な
自
然
現
象

が
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
発
生
し
た
も
の

で
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
が
長
期
間
に
わ
た

っ
て
停
電
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
特
異
な
も
の
で
し
た
。

　

11
月
下
旬
の
寒
さ
の
中
、
4
日
間
に
わ

た
る
大
規
模
停
電
は
多
く
の
方
の
心
と
身

体
に
負
担
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
停
電

時
に
大
き
な
混
乱
や
二
次
災
害
が
発
生
す

る
こ
と
な
く
、
収
束
で
き
た
の
は
、
町
内

会
な
ど
に
よ
る
防
災
訓
練
や
防
災
研
修
会

の
参
加
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
ぐ
る

み
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
市
内
の
信
号
機
が
停
電
で
消
え

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
事
故

が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
市
民
の
モ

ラ
ル
の
高
さ
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
大
規
模
停
電
で
は
、
全
国
各
地

の
企
業
や
商
店
、
団
体
、
個
人
、
自
治
体

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
規
模
停

電
の
と
き
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
支
援
物

資
は
、
今
後
の
災
害
に
備
え
て
備
蓄
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
規
模
停
電　

広
が
る
支
援
の
輪

問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
１
３
０
）

問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
１
３
０
）

▲市民活動団体などによる炊き出しボランティア
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A

B

この場合は左方であるAが優先です
知
っ
て
お
こ
う
交
通
ル
ー
ル

〜 
信
号
機
が
消
え
て
い
る
場
合
の
交

差
点
の
優
先
関
係
〜

　

信
号
機
が
消
え
て
い
る
場
合
の
交

差
点
で
は
、
国
道
な
ど
の
明
ら
か
に

道
幅
の
広
い
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

　

道
幅
に
違
い
が
な
い
場
合
に
は
、

『
左
方
優
先
』
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
交
差
点
の
状
況
に
応

じ
て
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

● 

交
差
道
路
を
通
る
車
両
、
反
対
方

向
か
ら
来
る
車
両
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

● 

交
差
点
や
そ
の
周
辺
で
横
断
を
す

る
歩
行
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　

● 

で
き
る
限
り
安
全
な
速
度
と
方
法

で
通
り
ま
し
ょ
う
。

● 発電機やストーブ、毛布、照明器具などの物資を貸与・提
供いただいた関係機関・民間企業
•国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部
•札幌市白石区
•陸上自衛隊幌別駐屯地第13施設隊
•株式会社イーグルエンタープライズ
•株式会社カナモト登別出張所
•株式会社共成レンテム登別営業所
•株式会社草塩建設
•株式会社ケントハウス
•コージ産業株式会社
•株式会社ナガワ登別営業所
•日本赤十字社北海道支部
•有限会社のぞえ商事
•登別ガス協同組合
•登別電業協会
•株式会社ハルショウライフ
•株式会社ムラカミ
•株式会社リプラン
●食糧品・飲料水などを提供いただいた関係機関・民間企業
•神奈川県海老名市
•宮城県白石市
•株式会社いすゞ製作所
•株式会社伊藤園苫小牧支店
•株式会社上田商会
•上田商事株式会社
•江崎グリコ株式会社北海道菓子食品支店
•株式会社ＮＴＴドコモ北海道支社苫小牧ちとせ支店
•有限会社御菓子司　かわむら
•有限会社勝また
•カルビー株式会社北海道事業本部
•ＫＤＤＩ株式会社北海道支社苫小牧支店
•クリーンビル開発株式会社
•生活協同組合コープさっぽろ室蘭地区本部
•サッポロビール株式会社北海道本部
•サントリーフーズ株式会社
•株式会社セブン－イレブン・ジャパン
•就労継続支援施設　月とらいおん
•東京海上日動あんしん生命保険株式会社北海道生保支社
•東京海上日動火災保険株式会社室蘭支社
•道南平塚食品株式会社
•鳥彦
•株式会社ハートフルホーム

•有限会社栄軒林製パン
•Ｐｕｒｕ　Ｂｏｕｌｅ
•株式会社フアスト・フード・サービス　ピザハット東室蘭店
•株式会社北海道ポッカコーポレーション
•北海道コカ・コーラボトリング株式会社
•北海道民共済生活協同組合
•前田道路株式会社北海道支店
•有限会社マルフク武澤水産
•ミスタードーナッツ登別イオンショップ
•株式会社三星
•室蘭信用金庫
•株式会社望月製麺所
•やきとり一平登別店
•余市川温泉株式会社かやね
●避難者の健康チェックをしていただいた関係機関・民間企業
•北海道胆振総合振興局保健環境部
•医療法人社団　開田医院
•社会医療法人友愛会　恵愛病院
•特定医療法人社団千寿会　三愛病院
•日本赤十字社　伊達赤十字病院
•医療法人社団楽生会　皆川病院
●そのほかの支援をいただいた関係機関・民間企業
•伊達市
•北海道札幌方面室蘭警察署
•株式会社ＮＴＴ東日本－北海道室蘭支店
•登別管工事業協同組合
•登別建築板金組合
•室蘭まちづくり放送株式会社（ＦＭびゅ～）
•株式会社ロックウエル（御やど清水屋）
●炊き出しにご協力いただいた民間企業・団体など
•ＮＰＯ法人ゆめみーる
•札幌屋台屋
•日本赤十字社登別市地区　日本赤十字奉仕団片倉分団
•のぼりべつ元鬼協議会
•登別市社会福祉協議会
•登別市ボランティアセンター　ＴＥＡＭ　ｐｏｃｋｅ
•登別青年会
•登別中央飲食店組合
•社団法人登別室蘭青年会議所
•Ｖ・ender
•ＲＥＧＡＬＯ

そのほか、多くの皆さんからご支援いただきました。

全国各地からのあたたかいご支援ありがとうございました全国各地からのあたたかいご支援ありがとうございました（50音順）（50音順）
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パブリックコメント（意見公募）のパブリックコメント（意見公募）の
実施結果をお知らせします実施結果をお知らせします

案件名：登別市地域福祉計画（案）
問い合わせ　社会福祉グループ（☎851911）

問い合わせ　障害福祉グループ（☎853732、思851108）皆さんの意見を募集します

　パブリックコメント（意見公募）制度に基づき市民の皆さんから意見を募
集していた 2つの案件について、寄せられた意見とそれに対する市の考え方
をお知らせします。

　『登別市地域福祉計画（案）』について、平成24年11月15日から12月14日まで、パブリックコメント（意見公募）
制度に基づき意見を募集したところ、 2件の意見が寄せられました。
　なお、計画の成案は、 3月より市ホームページで公表するほか、冊子を市役所、各支所などに備え置く予定です。

　パブリックコメント（意見公募）制度に基づき、皆さん
の意見を募集します。

登別市障がい者福祉計画（素案）
● 概要　障害者基本法第11条第 3項に基づき、市町村にお
ける障がい者のための施策に関する基本的な計画であり、
登別市地域福祉計画などの関連する分野を具現化する計
画です
● 募集期間　 2月12日㈫～ 3月13日㈬
● 資料の閲覧　市役所１階市民コーナーや各支所、市民会
館、市立図書館、市民活動センター、障害福祉グループ
に備え付けるほか、市ホームページにも掲載します

● 意見の提出方法　閲覧場所に備え付けの専用用紙か、
任意の用紙に①案件名②住所③氏名④電話番号⑤意見
を記入し、郵送またはファクス、Ｅメールで障害福祉
グループ（〒059 ‒ 8701中央町 6丁目11　Eメール：w
elfare2@city.noboribetsu.lg.jp）
※閲覧場所備え付けの意見箱からの提出もできます。
※電話や来庁による口頭での意見はお受けしません。
● 意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の考え
方を市ホームページに掲載するとともに、資料の閲覧
場所にファイルを備え付けます
※氏名、住所、電話番号は公表しません。
※個別の回答は行いません。

　文章中に『市民』という言葉が多数記載されてい
るが、この『市民』はどこまでを対象としているの
かを明確にしてはどうか。
　具体的には、登別市に住民票がある者、住民登録
はないが在住している者、他自治体から市内に通勤
している者など、どこまでを対象にしているのか。

　第 3章の各種統計数値の説明において、『住民基
本台帳』から引用した旨を記載しているが、正式な
名称は『登別市住民基本台帳』であるから、そのよ
うに記載した方がわかりやすいのではないか。

市からの回答

市からの回答

　市民の範囲は、『市内に在住し、もしくは通勤
もしくは通学する個人または団体』とします（同
時期に意見公募を実施した条例（案）における
『市民』の定義と同一とします）。
　従いまして、登別市に住民票がある者、住民登
録はないが在住している者、他自治体から市内に
通勤・通学している者は、いずれも本計画（案）
における市民の範囲に含まれることとなります。

　ご指摘のとおり、正式名称である『登別市住民
基本台帳』と記載することとします。
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案件名：登別市福祉のまちづくり条例（案）
問い合わせ　社会福祉グループ（☎851911）

　『登別市福祉のまちづくり条例（案）』について、平成24年11月15日から12月14日まで、パブリックコメント（意
見公募）制度に基づき意見を募集したところ、 3件の意見が寄せられました。
　条例案は、平成25年第 1回登別市議会定例会に提案する予定です。

　第 6条第 5項において、『市は、福祉のまちづく
りのために広域的な取り組みを必要とする施策につ
いて、国および北海道その他の地方公共団体と連携
して、その推進に努める』との記載がありますが、
この中に『西いぶり広域連合』を含めるべきではな
いか。
　理由としては、今後、西いぶり広域で連携して取
り組むべき事案も考えられるからです。

市からの回答

　西いぶり広域連合は、当市を含む 3市 3町で構
成されています。それらの市町との連携について
は、条文中の『その他の地方公共団体と連携』に
含まれていますので、『西いぶり広域連合』とい
う言葉を追加する考えはありません。

　インターネット技術が普及していることから、情
報技術を使いこなす能力（ＩＴリテラシー）という
視点での記載が必要ではないか。
　具体的には、インターネットを使用して誹謗中傷
を行うという事案があることから、第18条の人権擁
護に関する条文中に、そのような視点での記載が必
要ではないか。

市からの回答

　インターネットの普及に伴い、その匿名性や情
報発信の容易さから、個人に対する誹謗中傷やプ
ライバシー侵害といった問題が生じており、これ
らは人権侵害であると考えられます。
　第18条では『いじめまたは虐待、配偶者等から
の暴力等の人権侵害』との記載により、いじめ、
虐待、配偶者などからの暴力（いわゆるＤＶ）を
人権侵害の事例としてあげています。
　インターネットを利用した誹謗中傷やその他の
人権侵害については、『～等の人権侵害』の『等』
の部分に集約されますので、条文として追加する
考えはありません。

　第18条第 2項および第 3項において、『児童また
は障がい者、高齢者等へのいじめまたは虐待、配偶
者等からの暴力等の人権侵害』との記載があります
が、『児童』と限定するのではなく、『乳幼児およ
び児童生徒』に変更すべきではないか。
　理由としては、児童福祉法においては満18歳に満
たない者を『児童』と定義していますが、昨今、乳
幼児への虐待や中・高校生へのいじめなどの深刻な
事案が多いことから、より明確でわかりやすい表現
にするため、『乳幼児および児童生徒』にしてはど
うか。
　また、学校でのいじめ問題は、犯罪（暴行罪など）
に至る事案も報道されていることから、その対応を
福祉という観点でみた場合には、児童福祉という総
合的な観点での対応が必要になるのではないか。

市からの回答

　学校教育法では、小学校の課程に在籍している
者を『児童』とし、中学校および高等学校の課程
に在籍している者を『生徒』と定義しています。
　一方、児童福祉法では、満18歳に満たない者を
一律に『児童』と定義しています。
　条文の趣旨から、学校に在籍しているか否かを
問わず定義すべきと考えられるため、原文のとお
り、児童福祉法の定義による『児童』を使用する
こととします。
　なお、いじめは、学校・家庭・地域・関係機関
などが連携して取り組む必要のある問題でありま
すが、本条文では、人権侵害の一つとして『いじ
め』を記載したものであり、その具体の対応まで
を記載するものではありません。

広報のぼりべつ2013年2月号5
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の実施結果をお知らせします



◆任用期間　 4月 1日～平成26年 3 月31日
◆試験月日・場所（予定）　 2月23日㈯・市役所（詳しい場所と時間は、後日ご連絡します）
◆試験方法　面接試験
◆ 申込方法　人事・行政管理グループや各支所に備え付け、または市ホームページ掲載の申込書に必要事項を記入の上、 2
月12日㈫まで（土・日曜日、祝日を除く）に人事・行政管理グループに持参してください

登別市嘱託員を募集します
申し込み・問い合せ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

募集職種 募集
人員 勤務地 主な業務内容

勤　　務　　条　　件 応 募 要 件

一日の勤務時間 休日等 給料月額 資格等 年齢

窓口業務員 １人 登別支所 各種証明書の交付
などの窓口業務

9時～17時30分のうち週29
時間勤務（勤務割は別途定
める）

土・日曜
日、祝日
など

129,100円

35～
58歳

情報システ
ム専門員 １人

市役所

庁内の情報機器、
システムなどの運
用・管理の補助業
務

① 10時30分～17時30分（月
～木曜日）

② 13時30分～17時30分（金
曜日） 普通運転免許を

有し、 2年以上
運転経験のある
方

30～
63歳

徴収員 １人 国民健康保険税な
どの徴収業務

次の勤務割を基本に、週29
時間勤務。
① 9時～16時
②11時～17時
③10時45分～17時30分

児童厚生員 １人 市内児童
館

遊具や図書などを
通して、児童に健
全な遊びを指導す
る業務

週29時間勤務
（12時～18時の間で 1日 4
時間30分～ 5時間勤務）

日曜日、
祝日など

134,100円
保育士などの資
格または教諭免
許を有する方

30～
58歳

放課後児童
指導員 １人 市内児童

クラブ

遊具や図書などを
通して、児童に健
全な遊びを指導す
る業務

次の勤務割を基本に週29時
間勤務。
① 13時～18時（月・木・金
曜日）

② 14時～18時（火・水曜日）
③12時～18時（土曜日）

調理員 3 人 市内保育
所

給食の調理や食器
の洗浄業務

① 8 時45分～14時40分（月
～金曜日）

　 9時～12時（土曜日）
② 10時～15時55分（月～金
曜日）
9時30分～12時30分（土
曜日）

128,400円
調理師免許を有
するか、調理経
験のある方

ケースワー
カー １人 市役所

被生活保護者に対
して、日常生活の
自立支援および生
活自立への支援業
務

① 9 時～15時45分（月～木
曜日）

② 9時～14時45分（金曜日）

土・日曜
日、祝日
など

129,100円

社会福祉主事
（資格要件は、
問い合わせくだ
さい）
普通運転免許を
有し、 2年以上
運転経験のある
方

50～
63歳

業務員 １人 老人福祉
センター

センターの受付業
務など

9時～17時（火・水・土・
日曜日）

月・木・
金曜日、
祝日の翌
日など

40～
58歳

業務員 １人 観光振興
グループ

通訳業務、電話対
応などの庶務業務

① 9 時～15時45分（火～金
曜日）

②10時～15時45分（月曜日）

土・日曜
日、祝日
など

中国語の会話が
可能な方
普通運転免許を
有し、 2年以上
運転経験のある
方

35～
58歳
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募集職種 募集
人員 勤務地 主な業務内容

勤　　務　　条　　件 応 募 要 件

一日の勤務時間 休日等 給料月額 資格等 年齢

検針徴収員 2 人

市役所

水道メーターの検
針業務および料金
の徴収業務

9時～17時30分のうち週29
時間勤務（勤務割は別途定
める）

土・日曜
日、祝日
など勤務
割による

129,100円

普通運転免許を
有し、 2年以上
運転経験のある
方

35～
63歳

徴収員 １人
水道料金および下
水道使用料の徴収
業務

① 9時～16時（月・水曜日）
②11時～17時（火・木曜日）
③ 10時45分～17時30分（金
曜日）

土・日曜
日、祝日
など

浄水場管理
人 2 人 市内浄水

場
浄水場の運転操作、
維持管理業務

① 17時30分～ 8時30分また
は18時～ 9時（仮眠時間
あり）
② 9時～17時30分
※ 5 週で①が14回、②が 2
回が基本。

5 週に19
日が基本

マイカーなどで
通勤可能な方
（対人 1億円・
対物200万円以
上の任意保険加
入が必要）

50～
63歳

公務補 4 人 市内小・
中学校

学校の維持管理業
務

① 7時30分～13時
②10時30分～16時

土・日曜
日、祝日
など

122,500円 小破修繕ができ
る方

50～
61歳

※給料月額については、 2月１日現在のものです。給料月額の改正により基本手当月額に変更が生じることがあります。
※資格・年齢の基準日は平成25年 4 月１日現在です。また、すべての職種について、性別は問いません。
※任用期間は 4月１日～平成26年 3 月31日の１年ですが、勤務成績が良好な場合は、さらに１年ごとの更新ができます。
ただし、採用された日から平成30年 3 月31日までの 5年間か、職業別に設定されている上限年齢に達した日の属する年
度末のどちらか早い日までを限度とします。

新規卒業者などの緊急雇用対策を行います
　市は、新規卒業者などのうち、就職を希望しながら就職が決まっていない方を対象に、臨時職員として採用します。
　市での就業経験を通じて、職業人としてのステップアップを図り、民間企業などへの就業促進につなげてください。

▼任用期間　 4月１日～ 9月30日（勤務成績が良好であれば、最大 6カ月の延長があります）
職務内容 募集人員 勤務時間 賃金日額 応募要件

事務補助 3 人程度

月～金曜日　 9時～17時30分
（週38時間45分勤務）
※ 週38時間45分の範囲内で勤
務時間、勤務日数を変更す
る場合があります。

5,890円

• 大学、短大、高校、専門学校などを平成22年
3 月以降に卒業または平成25年 3 月に卒業見
込みの方
•応募時点で就職が未定（無職）の方
• パソコン（ワード、エクセル）の操作可能な
方
•市内居住（予定）の方

▼選考　簡易な聞き取り調査と書類選考

▼  申込方法　 2月１日㈮～15日㈮（土・日曜日、祝日を除く）に事前に電話で申し込みし、指定された日時に市販の
履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、本人が人事・行政管理グループ（市役所 3階）に持参してください。

申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）
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▼任用期間　 4月１日～ 9月30日（ 6カ月間）

▼選考　簡易な聞き取り調査と書類選考

▼  申込方法　 2月１日㈮～15日㈮（土・日曜日、祝日を除く）に事前に電話で申し込みし、指定された日時に
市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、本人が人事・行政管理グループ（市役所 3階）に持参し
てください。
　資格の必要な職種を申し込まれる方は、資格を確認できるもの（資格証の写しなど）も持参してください。

職　種 募集
人数 勤務地 業務内容 賃　金 勤務時間など 休日など 資格など

事務補助

9 人
程度

市役所、教育
委員会、カン
ト・レラ 事務一般

日額
5,890円

9 時～17時30分のうち週38
時間45分勤務（範囲内で、
勤務時間や日数を変更する
ことがあります） 土・日曜日、

祝日など

パソコン操作
（ワード・エ
クセル）が可
能な方

2人 総合福祉セン
ター

時給
760円

9 時～17時30分（月14日以
内の指定日勤務）

1人 市役所 総合窓口業務 時給
760円

9 時～13時
または
13時～17時

土・日曜日、
祝日など

技術補助 9 人
程度

市内小・中学
校

特別支援学級
介助業務

日額
5,890円 7 時45分～16時15分

土・日曜日、
祝日、夏季・
冬季・学年
末休業日

保 育 士 4 人
程度

市内保育所、
中央子育て支
援センター

保育業務

日額
8,060円
または
時給
1,040円

月～金曜日： 7時15分～17
時30分の時間内で一日 7時
間45分の勤務
土曜日： 7時15分～12時30
分の時間内で 1日 3時間の
勤務
休所日： 7時45分～18時15
分の時間内で 1日 7時間45
分の勤務

日曜日、祝
日など（ 4
週 7休）
※ 年に 3回
程度、休
日の勤務
あり

保育士資格

保 健 師
ま た は
看 護 師

4 人 市内保育所 保育児童の健
康管理業務

日額
8,060円 9 時～17時30分 土・日曜日、

祝日など
保健師
または
看護師資格

放 課 後
児 童
指 導 員

2 人 市内児童クラ
ブ

放課後におけ
る留守家庭児
童の遊びや生
活指導などの
支援業務

時給
1,040円

月～金曜日：10時45分～18
時または 8時～15時15分
土曜日： 8時～15時または
11時～18時

日曜日、祝
日など

保育士資格
または
教員資格

学校司書 2 人 市内小学校
市内小学校図
書室での司書
業務

時給
840円

10時～16時の間で 5時間の
勤務

土・日曜日、
祝日、夏季・
冬季・学年
末休業日

司書資格

公 務 補 1人 市役所 道路補修業務 日額
5,890円 9 時～17時30分 土・日曜日、

祝日など
土木作業等経
験者

※資格の基準日は平成25年 4 月１日現在とし、性別は問いません。
※募集内容は、計画案に基づくものであり、多少の変更が生じる場合があります。

登別市臨時職員を募集します
申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）
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さらに便利に使いやすく
国税電子申告・納税システム

e-Tax所得税の確定申告、市・道民税の申告
◆申告期間　2月18日㈪～3月15日㈮
場　所 日　時

市役所 第１会議室（ 3階） 2月18日㈪～ 3月15日㈮
※土・日曜日を除く。

9 時～11時30分
13時～16時30分

税務グループ（１階 6番窓口） 2月24日㈰・ 3月 3日㈰
鷲別公民館 2月25日㈪～27日㈬
婦人センター 3月 4日㈪・ 5日㈫
登別温泉ふれあいセンター 3月 1日㈮
※事業所得などの確定申告は受け付けません。
※所得税の還付申告は、室蘭税務署と税務グループで受け付けしています。

メリット
①最高3,000円の税額控除
②添付書類の提出省略
③還付金がスピーディー
④24時間利用可能
確定申告書は、国税庁ホーム
ページの『確定申告書等作成
コーナー』で簡単に作成する
ことができ、送付や電子申告
（e-Tax）で提出できます。

◆申告が必要な方

　市内に住所のある方は、原則として所
得税の確定申告または市・道民税の申告
をする必要があります。
※ 次の要件に該当する方は申告の必要は
ありません。

• 給与収入のみ（年末調整済み）で、勤
務先から市に給与支払報告書が提出さ
れる方

　公的年金等の収入金額の合計額が
400万円以下で、公的年金等に係る雑所
得以外の所得金額が20万円以下である方
で所得税が追徴となる場合は、申告の必
要はありません。
※ 所得税の還付を受けるため、住民税の
適正な賦課のために確定申告をするこ
とができます。

◆電話で申告ができる方

　次の方は、税務グループにご連絡くだ
さい。
•平成24年中の収入が無かった方
• 収入が遺族年金や障害年金、福祉年金
などの非課税年金のみの方

• 収入が雇用保険からの給付金や傷病手
当金のみの方

※ 医療保険（国民健康保険・後期高齢者
医療制度）の保険税（料）の算定や市
が行う医療助成の受給者証交付などに
影響がありますので、忘れずにご連絡
ください。

◆住宅借入金等特別控除を受けられる方へ（平成11年～18年、平成21年～24年入居の方）

　所得税の額から住宅借入金等特別控除額を控除しきれない場合、翌年度の市・道民税の所得割額より控除できる場合
があります。平成22年度より『住宅借入金等特別税額控除申告書』の提出が不要となりましたので、一部の方を除いて
申請の必要はありません。申請が必要な方については、市からご連絡します。

問い合わせ　税務グループ（☎85１１５５）、室蘭税務署（☎㉒４１５１）

◆申告に必要なもの

①申告する方の印鑑（朱肉を使うもの）
②平成24年中の収入金額を証明する書類（原本）
•給与所得・公的年金の源泉徴収票
•報酬・料金などの受給額を証明する書類（支払調書など）
•不動産収入などのある方は、収入・支出の帳簿や領収書
•生命保険などの年金型受け取りを証明する書類
•生命保険などの満期・解約時の一時所得を証明する書類
③平成24年中の社会保険料などの支払いを証明する書類
• 国民健康保険税または後期高齢者医療保険料の納付確認書（はがき）
または領収書

•介護保険料の領収書
•国民年金保険料控除証明書または領収書
•健康保険料（任意継続）の領収書
•生命保険料控除証明書・地震保険料控除証明書
④ 配偶者に収入のある方は、その収入金額を証明する書類（源泉徴収票
など）

⑤ 医療費控除を受ける方は、平成24年中に支払った医療費の領収書およ
び明細書、医療費を補てんする保険金（高額療養費、入院給付金など）
の金額が分かるもの

※ 領収書は、受診者・病院ごとに分け、『医療費の明細書』（税務グル
ープに備え付け）などに医療費の内訳と合計額を記載したものを持参
してください。

⑥住宅借入金等特別控除を受ける方（平成24年中に入居した方）
•住民票の写し
•家屋の登記簿謄本の写し
•家屋の工事請負契約書または売買契約書の写し
• 土地の登記簿謄本と売買契約書の写し（敷地に係る借入金について併
せて控除を受ける場合のみ）

•金融機関が発行する『住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書』
•建築士から交付された増改築等工事証明書（家屋の増改築の場合のみ）
⑦ 障害者控除を受ける方は、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、
療育手帳など

⑧ 所得税の還付を受ける方は、申告者名義の金融機関名・支店名・口座
番号のわかるもの
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臨　時　収　集　地　域

カルルス町、上登別町、登別温泉町、中登別町、札内町、
来馬町、鉱山町、川上町、新栄町、幸町、登別港町、桜木
町、青葉町、緑町、千歳町（ 4～ 6丁目以外）、新川町、
富岸町（１～ 3丁目以外）、常盤町、富士町

　収集を希望する方は、 5日程度の余裕をみて申し込
みください
※ 6 月15日～19日は、し尿投入施設点検整備のため、
臨時し尿収集は行いません。

し尿収集日のお知らせし尿収集日のお知らせ 期間： 4月～ 9月期間： 4月～ 9月

▼収集に立ち会って、収集量を確認してください

▼ クリーンチケットで支払う方は、事前にチケットを
ご用意ください

▼収集日は、天候などにより前後することがあります

▼ 臨時収集や緊急で収集を希望される方は、お早めに
申し込みください

▼ 転居・転出される方は、必ず最終くみ取りをしてく
ださい

収集のときは、次のことに留意してください ◆臨時収集・最終くみ取りの申し込み
　収集に関する問い合わせ 
　㈱東洋興業（☎85２９３５）
　 9時～16時 
　※土・日曜日、祝日、 8月14・15日を除く。

◆料金などに関する問い合わせ
　環境対策グループ 
　（クリンクルセンター内・☎85２９５８）

町  名 丁 番 4月 5月 6月 7月 8月 9月

登別本町

1丁目 26･27 11･12･13 27･29 11･12

2 丁目
1～24番地 30 1 ･ 2 20･21 30･31 13･14
25番地～ 7 ･ 8 ･ 9 22･24･25 1 ･ 2 17･18

3 丁目 10･11 26･27 3 ･ 5 19･20

登別東町

1丁目 13･14 28･29 6 ･ 7 21･24･25
2 丁目 15･16 1 ･ 2 8 ･ 9 26･27
3 丁目 17･18 3 ･ 4 10･12･13 28･30

4 丁目
1～29番地 6 ･ 8 ･ 9 24･25･27 10･11 22･23･24
30番地～　 3 ･ 4 ･ 5 21･22･23 8 ･ 9 19･20･21

5 丁目
1～30番地 13･15･16 30･31 1 16･17 29･30･31
31番地～　 10･11･12 28･29 12･13 26･27･28

富 浦 町 全  域 19･20･22 4 ･ 5 ･ 6 20･22･23 4 ･ 5 ･ 6
千 歳 町 4～ 6丁目 17･18 3 18･19 2 ･ 3
幌 別 町 全  域 23･24･25 7 ･ 8 ･10 24･25･26 7 ･ 9 ･10
中 央 町 全  域 1 ･ 2 20 5 ･ 6 16･17
柏 木 町 全  域 1 ･ 2 21･22 5 ･ 6 14･17
片 倉 町 全  域 16･17 4 ･ 5 22･23 4 ･ 5
大 和 町 全  域 18･19 6 24･25 6
若 山 町 全  域 20 7 26 7
富 岸 町 1～ 3丁目 7 ･ 8 ･ 9 24･25 7 ･ 8 18･19

新 生 町
1～ 3丁目 18･20 4 ･ 5 ･ 6 20･21 28･30
4 ～ 6 丁目 1 ･ 2 ･ 3 21･22 8 ･ 9 22･23

栄　 町 全  域 4 ･ 5 ･ 6 23･24･25 10･11･12 24･26

鷲 別 町
1～ 3丁目 8 ･ 9 ･10 27･28･29 13･16･17 27･28･29
4 ～ 6 丁目 11･12･13･15 30･31 1 ･ 3 18･19･20 30･31 2 ･ 3

若 草 町
1～ 4丁目 22･23･24 8 ･10･11 27･29･30 9 ･10
5 ・ 6 丁目 25･26･27 12･13 31 1 11･12

美 園 町
1～ 4丁目 10･11･13･14 26･27･28･29 9 ･10･12･13 20･21･24
5 ・ 6 丁目 15･16･17 1 ･ 2 ･ 3 16･17･19 25･26･27

上鷲別町 全  域 30 20 2 ･ 3 13
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公営住宅入居者募集 問い合わせ
建築住宅グループ（☎85 4 3 9 9 ）

【申込資格】
① 家族で入居する方（婚約
中の方を含む）
②持ち家のない方
③ 現在、公営住宅に入居し
ていない方
④ 収入が収入基準の範囲内
で、それを証明できる方
⑤ 市税などに滞納がない方
（市営住宅の場合）
⑥ 入居者および同居者が暴
力団員による不当な行為
の防止等に関する法律第
2条第 6号に規定する暴
力団員でない方

【申込方法】
2 月 7 日㈭から（平日のみ）
建築住宅グループと各支所
で配布する『入居申込書』
に必要事項を記入し、 2月
12日㈫から18日㈪の 9時～
17時30分に建築住宅グルー
プに提出してください。

【抽選日時・場所】
2 月20日㈬10時・市民会館
大会議室

【鍵渡し日時・場所】
4 月１日㈪ 9時～16時30分
・建築住宅グループ

【収入基準】
区　　分 収入月額

入居者または同居者に障がいが
ある方（障がいの程度に基準が
あります）

214,000円以下入居者が60歳以上で同居者のい
ずれもが60歳以上または18歳未
満の方

小学校入学前の子どもがいる世
帯

上記以外の方 158,000円以下

※ 収入月額は、世帯全員の所得の合計と各控除によ
り計算します。詳しくは、お問い合わせください。

・入居を希望する住宅番号で申し込みください（複数申込不可）。
・ 入居希望が募集戸数を超えたときは、住宅番号ごとに公開抽選
を行います（必ず抽選会に参加する必要はありません）。
・団地内や住宅内では、犬や猫などは飼えません。
・ 入居資格審査は、当選された方のみに行います。このとき、入
居要件を満たさなかった方の当選は無効です。
・子育て世帯は次の制限があります。
① 同居または同居しようとする未就学児（ 2人以上いる世帯は
年齢がもっとも高い方）が12歳に達する年度の 3月31日まで。
② 入居時点で未就学児が 2人以上いる場合や入居後の出産など
により①の期限がきた時点で12歳に達していない方がいる場
合には、その方が12歳に達する年度の 3月31日まで延長でき
ることがあります。

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 広さ・階数 面積 家　賃

道
営

登 別 西 鷲別町
5丁目 一般世帯

A－34 3 LDK・ 3階 69.6㎡ 16,400～32,200円

B－44 3 LDK・ 4階 69.2㎡ 16,500～32,500円

B－54 3 LDK・ 5階 69.5㎡ 16,600～32,600円

であえ～る
はまなす

栄町
１丁目

子育て世帯 A－11 2 LDK・ 1階 58.5㎡ 18,000～35,400円

一般世帯 A－31 2 LDK・ 3階 58.5㎡ 18,000～35,400円

登別東町 登別東町
5丁目 一般世帯 D－507 2 LDK・ 5階 61.1㎡ 18,300～35,900円

市
営

新　　生 新生町
2丁目 一般世帯 1－104 3 LDK・ 1階 64.8㎡ 16,800～33,000円

柏　　葉 柏木町
4丁目 一般世帯

3－332 3 LDK・ 3階 66.0㎡ 17,800～35,000円

5 －521 3 LDK・ 2階 66.0㎡ 18,100～35,500円

柏　　木 柏木町
1丁目 一般世帯

2－231 3 D K・ 3階 61.1㎡ 14,800～29,000円

10－1034 3 D K・ 3階 63.6㎡ 15,700～30,800円

12－1244 3 D K・ 4階 60.1㎡ 14,800～29,100円

緑 ヶ 丘 常盤町
3丁目 一般世帯 1－132 3 LDK・ 3階 66.5㎡ 19,700～38,700円

千　　歳 千歳町
1丁目 一般世帯

1－133 3 LDK・ 3階 65.9㎡ 18,100～35,600円

3 －352 3 LDK・ 5階 65.9㎡ 18,400～36,100円

幌 別 東 幌別町
8丁目

単身・
一般世帯

74R 1 －304 3 D K・ 3階 54.1㎡ 12,500～24,500円

76R 3 －305 3 D K・ 3階 58.9㎡ 14,300～28,100円

高齢・身障
単身・世帯 74R 2 －206 3 D K・ 2階 54.1㎡ 12,700～23,900円

登別温泉 登別
温泉町 一般世帯

2－263 3 LDK・ 6階 77.4㎡ 25,200～49,500円

2 －221 2 LDK・ 2階 68.2㎡ 22,200～43,600円

見　　晴 登別
温泉町 一般世帯 1－ 2 3 LDK・ 1階 66.3㎡ 17,000～33,500円
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緑町１丁目

鷲別駅 幌別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

北海道
コカ・コーラ
ボトリング

登別ベルコ
会館

交番
出入

雪捨て場

若草町１丁目

雪捨て場

道道上登別室蘭線至 室蘭 至 幌別

鷲別駅 幌別駅

若草小学校

ジャパンスイミング
スクール登別

平成斎場若草公園
出入

登別東町 3丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

国道36号 至 白老

出入

富岸町

道央自動車道至 室蘭 至 白老

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場 出入

通りやすい冬道のために地域のご協力を通りやすい冬道のために地域のご協力を
雪が降った後の冬道は、みんなが困ります。
市は、限られた台数の除雪機械で速やかに交通を確保するため、雪を道路の両脇にかき分けて除雪しています。
皆さん一人ひとりのご協力で、除雪効果が大きく上がります。

【利用上の注意】
●雪以外の物は持ち込まないでください。　　　　●雪捨て場は奥側からご利用ください。
●大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮ください。　●堆積状況により予告なく閉鎖することがあります。

　道路を除雪した後の玄関前や車
庫前にかき分けた雪は、道路へは
戻さず、道路脇や各家庭の敷地内
で処理をお願いします。

　除雪作業ができなくなることが
あり、みんな
に迷惑が掛か
ります。

　道幅が狭くなったり、わだちが
できやすくな
り、交通事故
や交通障害を
引き起こす原
因になります。

　除雪作業中は大変危険です。作
業は安全第一で行っていますが、
事故防止のた
め、除雪車が
来たら近づか
ないでくださ
い。

　急な坂道には、滑り止め用の砂
箱を設置しています。散布と管理
に皆さんのご協力をお願いします。

問い合わせ　土木グループ（☎85３２６０）

間口の雪処理に
ご協力を

路上駐車は
やめてください

雪捨て場をご利用ください　利用時間：10時～17時

道路への雪出しは
やめましょう

除雪車には
近づかないでください

滑り止め用の砂や
融雪剤の散布にご協力を１

２ ３ ５

４除雪のための

５つ
のお願い
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１
月
１
日
㈫
、
泉
源
公
園
（
登
別
温
泉
町
）
で

『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』
（
㈳
登
別
観
光
協
会
主
催
）

が
行
わ
れ
、
観
光
客
や
市
民
な
ど
約
480
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

披
露
さ
れ
た
『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』
は
、
登
別
の

名
湯
『
子
宝
湯
』
に
ち
な
ん
で
、
子
宝
・
安
産
や
夫

婦
円
満
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
郷
土
芸
能
で
昭
和

57
年
に
誕
生
。
4
人
の
つ
き
手
が
笛
や
太
鼓
の
音
色

に
合
わ
せ
て
餅
を
つ
き
、
終
盤
に
き
ね
を
宙
に
放
り

投
げ
、
互
い
の
き
ね
を
交
換
す
る
大
技
が
決
ま
る
と
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

餅
は
お
汁
粉
に
し
て
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

元
旦
縁
起
も
ち
つ
き

小
雪
降
る
中

福
を
願
っ
て
餅
を
つ
く
1
 1

▲披露された『子宝もちつき舞』

　

１
月
13
日
㈰
、
市
民
会
館
で

『
平
成
25
年
登
別
市
成
人
祭
』

（
市
・
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
男
性
333
人
、

女
性
218
人
の
計
551
人
。
成
人
祭
に

は
、
男
女
合
わ
せ
て
355
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
小
笠
原
市
長
は
「
一

人
の
大
人
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

生
き
方
を
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を

考
え
、
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
成
人
代
表
の
広ひ

ろ

瀬せ

伯は
く

真ま

さ
ん
と
山や

ま

下し
た

梨り

沙さ

さ
ん
が
20
年

間
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
親
へ
の

感
謝
と
一
日
も
早
く
立
派
な
社
会

人
に
な
れ
る
よ
う
誓
い
の
言
葉
を

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

の
上
映
や
出
身
中
学
校
対
抗
の
登

別
ブ
ラ
ン
ド
品
早
食
い
競
争
、
抽

選
会
、
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
は
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

  

平
成
平
成
2525
年
登
別
市
成
人
祭

年
登
別
市
成
人
祭

喜
び
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
1
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い
で
す
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１
月
9
日
㈬
、
郷
土
資
料
館
で
『
冬
休
み
工
作
教

室
〜
本
立
て
作
り
〜
』
（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
、
郷

土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｌ
Ｇ
の
方
の

指
導
を
受
け
、
小
学
１
〜
5
年
生
の
子
ど
も
16
人
が
、

の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
を
使
い
本
立
て
を
作
り
ま
し
た
。

　

本
立
て
は
高
さ
17
㌢
㍍
、
幅
23
㌢
㍍
、
奥
行
き
18

㌢
㍍
の
べ
ニ
ヤ
製
。
金
づ
ち
を
初
め
て
手
に
す
る
半

数
の
子
ど
も
た
ち
は
、
曲
が
り
そ
う
な
釘
を
微
調
整

し
な
が
ら
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
紙
や
す
り
で
角
を
削
り
『
で
き
た
ぁ
』
と

大
喜
び
。
で
き
あ
が
っ
た
本
立
て
は
、
図
鑑
を
入
れ

た
り
、
自
由
研
究
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
で
す
。

冬
休
み
工
作
教
室
『
本
立
て
作
り
』

ギ
コ
ギ
コ
ギ
コ

ト
ン
ト
ン
ト
ン

1
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▲楽しそうに釘を打つ様子

　

１
月
7
日
㈪
、
市
民
会
館
で
『
平
成
25
年
登
別
市
消
防
出
初
式
』
（
市
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
職
員
や
消
防
団
員
に
よ
る
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
進
や
、
西
胆
振
と
び
土

木
工
事
業
連
合
組
合
と
西
胆
振
若わ

か

鳶と
び

会
に
よ
る
、
纏ま

と
い

振ふ

り
、
木き

遣や

り
歌
、
は
し

ご
乗
り
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
市
民
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
は
し
ご
乗
り
で
は
、

乗
り
手
が
天
井
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
梯
子
を
駆
け
上
が
り
、
次
々

に
技
を
繰
り
出
す
と
、
会
場
は
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
消
防
本
部
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
初
出
動
。
消

防
職
員
が
、
ヒ
グ
マ
を
モ
チ
ー
フ
に
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
制
作
ま
で
を
手
掛
け
た

手
作
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
会
場
を
訪
れ
て
い
た
女
性
や
子
ど
も
た
ち
に
好

評
で
、
一
緒
に
写
真
を
撮
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
火
災
予
防
の
啓
発

の
た
め
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
す
る
予
定
で
す
。

平
成
平
成
2525
年　

登
別
市
消
防
出
初
式

年　

登
別
市
消
防
出
初
式

1
 7

防
災
へ
の
決
意
新
た
に

　

１
月
8
日
㈫
、
し
ん
た
21
で
『
食
育
お
や
こ
料
理

教
室
』
（
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
主
催
）

が
開
か
れ
、
小
学
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
、
合
わ
せ
て
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
の
栄
養
士
が
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事

を
心
掛
け
る
こ
と
や
、
朝
食
の
大
切
さ
な
ど
を
説
明
。

　

そ
の
後
の
調
理
実
習
で
は
、
ラ
イ
ス
ク
リ
ス
ピ
ー

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
白
菜
ス
ー
プ
、
3
色
チ
ヂ
ミ
の
3

品
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
野

菜
を
切
っ
た
り
炒
め
た
り
し
な
が
ら
調
理
を
進
め
、

試
食
で
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
で
き
あ

が
っ
た
料
理
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

食
育
お
や
こ
料
理
教
室

自
分
で
作
っ
た
料
理
は

最
高

1
 8

▲ 3色チヂミの具材を混ぜ合わせる様子

▲初出動した手作りキャラクター（右）
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
健康ダンスさくら会

　

『
健
康
ダ
ン
ス
さ
く
ら
会
』
は
、

新
生
町
内
会
員
の
健
康
増
進
の
た

め
に
平
成
9
年
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
会
員
は
近
隣
に
住
む
22

人
。
毎
週
水
曜
日
の
9
時
50
分
か

ら
11
時
50
分
ま
で
若
草
つ
ど
い
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

歌
謡
曲
や
洋
楽
に
合
わ
せ
て
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
『
健
康
ダ
ン
ス
』

は
、
代
表
の
上
田
義
江
さ
ん
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
。
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
に

日
本
の
音
楽
を
取
り
入
れ
、
よ
り

親
し
み
や
す
く
、
ど
の
年
代
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
と
考
案
し
ま
し

た
。
「
自
分
の
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
は
、
家
族
や
周
り
の
人
た
ち

の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

健
康
ダ
ン
ス
が
そ
の
役
に
立
て
ば
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
上

田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

「
会
の
雰
囲
気
は
と
て
も
和
や

か
で
、
私
が
う
っ
か
り
振
り
付
け

を
忘
れ
た
と
き
に
は
、
周
り
の
み

ん
な
が
教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

活
動
は
ダ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、

健
康
教
室
や
栄
養
教
室
、
旅
行
や

地
域
の
小
学
生
と
の
交
流
な
ど
も

し
て
い
ま
す
。
心
と
体
の
健
康
に

良
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ

て
い
ま
す
」
と
、
活
動
の
楽
し
さ

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
13
年
目
の
横
山
光
さ
ん
は
、

「
も
と
も
と
ダ
ン
ス
が
好
き
で
し

た
し
、
張
り
合
い
が
あ
っ
て
と
て

も
楽
し
い
で
す
。
少
し
く
ら
い
調

子
が
悪
い
日
も
、
こ
こ
に
き
て
笑

っ
て
踊
れ
ば
、
ま
た
元
気
に
な
れ

る
ん
で
す
よ
」
と
い
き
い
き
と
し

た
様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
上
田
さ
ん
（
☎
86
7
8
3
0
）

ま
で
。

▲音楽に合わせて踊る皆さん

心と体の健康に良いこと
はどんどん取り入れてい
ます

◎
主
な
変
更
内
容

◆ 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
を
超
え
る
巨

大
地
震
の
と
き
は
、
正
し
い
地
震

の
規
模
を
す
ぐ
に
は
把
握
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
海
域
に
お
け
る
最

大
級
の
津
波
を
想
定
し
て
、
大
津

波
警
報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
津
波
の
高
さ
を
小
さ
く
予

想
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

◆ 

こ
の
と
き
、
最
初
の
津
波
警
報
で

は
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を

『
巨
大
』
『
高
い
』
と
い
う
言
葉

で
発
表
し
て
非
常
事
態
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
す
。

◆ 

正
確
な
地
震
の
規
模
が
分
か
っ
た

と
き
は
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ

を
5
段
階
で
発
表
し
ま
す
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し

た
平
成
23
年
3
月
11
日
。
気
象
庁
は
、

地
震
発
生
の
3
分
後
に
津
波
警
報
（
大

津
波
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
は
、

約
2
万
人
に
も
及
ぶ
死
者
や
行
方
不
明

者
を
出
し
ま
し
た
。

　

被
害
の
甚
大
さ
を
踏
ま
え
、
気
象
庁

は
津
波
警
報
の
内
容
な
ど
を
検
証
し
、

津
波
警
報
な
ど
の
情
報
文
の
表
現
を
改

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
津
波
警
報
な
ど
の
運
用
開
始

は
3
月
7
日
㈭
12
時
の
予
定
で
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
地
方
気
象
台
防

災
業
務
課
（
☎
㉒
4
2
4
9
）

● 

３
月
７
日
㈭
か
ら
津
波
警
報
な
ど
の

発
表
が
変
わ
り
ま
す

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
１
回

現在の津波警報の表現
区分 内容 予想される

津波の高さ

津波警報
（大津波）

高いところで 3ｍ程度
以上の津波が予想され
ますので、厳重に警戒
してください。

10ｍ以上
８ｍ
６ｍ
４ｍ
３ｍ

津波警報
（津波）

高いところで 2ｍ程度
の津波が予想されます
ので、警戒してくださ
い。

２ｍ

１ｍ

津波
注意報

高いところで0.5ｍ程
度の津波が予想されま
すので、注意してくだ
さい。

0.5ｍ

3 月 7 日㈭以降（予定）の津波警報の表現
区分 マグニチュード８超

巨大地震第１報の表現
予想される
津波の高さ

大津波
警報 巨大

10m超
10ｍ

（５ｍ超～10ｍ以下）
５ｍ

（３ｍ超～５ｍ以下）

津波警報 高い ３ｍ
（１ｍ超～３ｍ以下）

津波
注意報 － 1m

(20cm以上1m以下)
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド
市や国、道からのお知らせ

月の粗大ごみ収集３
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意く
ださい。

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

中央町 3月 4日㈪～
3月 9日㈯

2月18日㈪～
3月 1日㈮

千歳町 3月11日㈪～
3月16日㈯

2月25日㈪～
3月 8日㈮

雇
用
・
労
働

家屋表示板を配布します

希
望
者
全
員
が
65
歳
ま
で

働
け
ま
す
か

室
蘭
市
勤
労
者
共
済
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

時
30
分

▼
場
所　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

20
人

▼ 
申
し
込
み　

2
月
14
日
㈭
ま
で
に
登
別

職
業
訓
練
協
会
（
☎
85
1
4
5
0
）

　新築・改築された方や表
示板を紛失・破損された方
に、家屋
表示板を
無償で配
布します。

▼  申し込み　2月28日㈭ま
でに都市計画・公園Ｇ
（☎85４１１５）

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
、

4
月
１
日
か
ら
事
業
主
は
、
継
続
雇
用
制

度
の
対
象
者
に
対
し
て
次
の
い
ず
れ
か
の

対
応
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

▼
義
務
付
け
内
容

•
65
歳
以
上
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ

• 

希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
65
歳
以
上

ま
で
の
継
続
雇
用
制
度

•
定
年
の
定
め
の
廃
止

▼ 

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
㉒
8
6
8
9
）
、
北
海
道
労
働
局

（
☎
011

－

709

－

2
3
1
1
）

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
登
別
市
や
室
蘭
市
、

伊
達
市
の
中
小
企
業
の
経
営
者
と
勤
労
者

の
生
活
安
定
や
健
康
増
進
な
ど
の
福
利
厚

生
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
、
健
康
管
理
や

会
員
相
互
の
親
睦
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
市
勤
労
者
共
済
セ

ン
タ
ー
（
☎
42
3
6
7
0
）

お詫びと訂正
　広報のぼりべつ１月号でお知らせした平成
24年11月末日現在の人のうごき（最終ページ）
の数値について、誤りがありました。訂正し
てお詫び申し上げます。
人のうごき（平成24年11月末日現在）

人　口 世　帯
（正）51,514（－40）（正）25,080（－22）
（誤）51,547（－ 7）（誤）25,100（－ 2）
 （　　）は前年比

▼問い合わせ　市民サービスグループ
 （☎85１８５５）

実
践
！
注
目
さ
れ
る
履
歴
書

〜
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
〜

　

若
年
者
な
ど
を
対
象
に
就
職
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

厳
し
い
就
職
活
動
の
中
、
自
分
の
就
労

経
験
や
仕
事
へ
の
熱
意
を
応
募
先
の
会
社

に
伝
え
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
履
歴

書
を
作
成
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
一
緒
に
注
目
さ
れ
る
履
歴
書
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

※ 

『
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
』

は
、
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
登
別
職
業

訓
練
協
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　

2
月
19
日
㈫　

13
時
30
分
〜
16
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募　

集

登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
会
議
の
委
員
を
募
集

し
ま
す

▼
対
象　

市
内
居
住
の
方

▼
任
期　

4
月
〜
平
成
27
年
3
月

▼ 

活
動
内
容　

事
業
計
画
の
策
定
や
提
案

な
ど
。
年
6
回
程
度
会
議
を
開
催

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員　

5
人

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考

▼ 
申
込
方
法　

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

や
各
支
所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
2
月
22
日
㈮
ま
で
に
持
参
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

8
7
0
1　

中

央
町
6
丁
目
11
・
Ｅ
メ
ー
ル
：simin_

danjyo@
city.noboribetsu.lg.jp)

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
9
）

雪
上
安
全
法
養
成
講
習
Ⅱ
を

開
催
し
ま
す

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

行
い
ま
す

▼ 

月
日　

2
月
24
日
㈰
、
3
月
10
日
㈰
・

17
日
㈰

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

▼ 

対
象　

赤
十
字
雪
上
安
全
法
Ⅰ
の
資
格

を
有
す
る
方

▼ 

内
容　

ス
キ
ー
場
で
の
急
病
人
や
け
が

人
の
救
助
、
応
急
手
当
な
ど
の
知
識
と

技
術
を
学
び
ま
す

※ 

全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
『
受
講
証
』

ま
た
は
『
認
定
証
』
を
交
付
し
ま
す
。

▼
定
員　

10
人

※ 

人
数
が
少
な
い
場
合
は
、
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
料　

500
円
（
保
険
料
な
ど
）

　

内
閣
府
は
『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
』
、

『
国
際
青
年
育
成
交
流
』
、
『
日
本
・
中

国
青
年
親
善
交
流
』
、
『
日
本
・
韓
国
青

年
親
善
交
流
』
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

各
国
の
青
年
と
研
修
・
交
流
を
行
い
、

自
分
を
成
長
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
国
際
課

 

（
☎
011

－

204

－

5
0
9
2
）

▼ 

申
し
込
み　

2
月
20
日
㈬
ま
で
に
日
本

赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会

福
祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

▼
試
験
日　

3
月
24
日
㈰

▼
試
験
地　

札
幌
市

▼
試
験
種
類　

乙
種
（
第
4
類
）
、
丙
種

▼
願
書
受
付
期
間

•
書
面
申
請　

2
月
18
日
㈪
〜
26
日
㈫

•
電
子
申
請　

2
月
15
日
㈮
〜
23
日
㈯

※ 

詳
し
く
は
消
防
本
部
・
消
防
署
・
各
消

防
支
署
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

　日本年金機構は、年金記録問題
の解決に向けて、『ねんきん定期
便』などを送付し、ご確認をお願
いしていましたが、今なお持ち主
が分からない記録が多数残ってい
ます。
　年金記録に「もれ」や「誤り」
があるのではとご心配のある方は、
年金事務所などにご相談ください。
※ キャンペーンの内容は、日本年
金機構のホームページをご覧く
ださい。

◎ねんきん定期便・
　ねんきんネット専用ダイヤル
☎0570－058－555
受付時間　
　月～金曜日　 9時～20時
　第 2土曜日　 9時～17時

道営住宅であえーるはまなす団地道営住宅であえーるはまなす団地とと
道営住宅鷲別団地道営住宅鷲別団地をを
津波避難ビルに指定津波避難ビルに指定しましたしました

　１月10日㈭に北海道と『津波時における津波避難ビ
ルとしての使用に関する協定』を締結しました。

津波避難ビル名 住所 一時避難場所 入口
道営住宅
であえーる
はまなす団地

栄町 1丁目
10－24・25 4 ・ 5 階廊下 １階玄関

道営住宅
鷲別団地

鷲別町 3丁目
45－ 4 ・ 5 4 ・ 5 階廊下 １階玄関

◎津波避難ビルとは
　市内で津波が発生、または発生する恐れがあるとき
に、万が一避難が遅れ、高台の避難場所までの避難が
困難な方が、やむを得ず緊急的・一時的に避難するた
めの施設です。
　津波避難ビルは津波警報または大津波警報が発表さ
れたときに避難するための施設ですが、必ずしも安全
を保障する場所ではありませんので、まずは高台の避
難場所を目指して避難してください。

問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）

問い合わせ　
室蘭年金事務所（☎㉔７１０４）

『気になる年金記録、
再確認キャンペーン』を
実施しています

広報のぼりべつ2013年2月号17
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

3 月16日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：奈

な

良
ら

泰
しん

哉
や

さん
定員：各 6人（申込順）

3月 8日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

3 月 4 日㈪以降
※ 本人から弁護士に相
談日を電話予約。

担当弁護士事務所
2月27日㈬までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

2 月23日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人（申込順）

2月22日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

市民生活相談 随時 市民サービスグループ 市民生活や多重債務、ＤＶ 市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火
～金曜日の10時～16
時。

消費生活センター
登別消費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

一日行政相談 2 月15日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

政策推進Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

法務局休日無料
なんでも相談所

2 月23日㈯
10時～16時

札幌法務局
（札幌市北区）

土地・建物の売買や相続、遺
言書、多重債務など

札幌法務局
（☎011－709－2311）

障がいのある方の
就労相談窓口

2 月21日㈭
14時～ 障害福祉グループ 障がいのある方の就労や雇用

2月14日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

2 月28日㈭・ 3月 1
日㈮…20時まで
3月 2日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練センター

（青葉町） 就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

いじめなど

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

2 月15日㈮・28日㈭
10時～16時 鉄南ふれあいセンター

希望日の１週間前までに
連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）
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乳幼児健康相談 診査 問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

子
育
て

す
く
す
く い いき

すくすく

いい いい

く くく

子育て

健 康

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4カ月児健康診査

（平成24年10月16日～11月15日生まれ）
3月21日㈭

時間は個別通知 診察、身体計測、栄養相談、育児相談 母子健康手帳、
バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成24年 5 月生まれ）

3月27日㈬
時間は個別通知 身体計測、栄養相談、育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成23年 8 月生まれ）

3月13日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、栄養相談、歯科相談、
育児相談、フッ素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ3 歳児健康診査

（平成22年 2 月生まれ）
3月 7日㈭

時間は個別通知
診察、歯科検診、尿検査、身体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談

乳幼児健康相談（事前申込制）
（育児相談を希望する方）

3月27日㈬
10時30分～11時 発育・発達・育児・栄養などの相談 母子健康手帳

▼
日
時　

2
月
16
日
㈯　

10
時
〜
13
時

▼
日
時　

2
月
27
日
㈬　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

▼ 
対
象　

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支

援
し
て
い
る
指
導
者

▼
内
容　

『
冬
の
外
遊
び
入
門
（
実
践
編

　

外
遊
び
を
す
る
た
め
の
安
全
管
理

▼
定
員　

15
組
（
申
込
順
）

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
し
込
み　

2
月
26
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
85
2
5
6
9
）

）』、

▼
場
所　

市
民
会
館

▼ 

内
容　

ラ
ッ
プ
巻
き
ご
飯
、
た
っ
ぷ
り

野
菜
ス
ー
プ
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
ッ
シ
ー

▼
定
員　

親
子
15
組
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

１
組
300
円

▼ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
メ
モ

用
紙

▼ 

申
し
込
み　

2
月
14
日
㈭
ま
で
に
登
別

消
費
者
協
会
（
☎
85
8
3
0
7
）

マ
マ
と
パ
パ
の
た
め
の
勉
強
会

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

親
子
食
育
料
理
教
室

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

　出産後、体力が回復するまで
の間、ヘルパーが訪問して育児
や家事などを行い、お母さんが
安心して日常生活を送れるよう
に支援します。

▼  対象　市内居住の産後間もな
い方

※協力できる親族がいる方は除く。

▼  期間　病院や診療所などで出
産した場合は退院の日から、
その他の場合は出産の日から
30日以内

※ ヘルパーの派遣は１日当たり
8時～18時の連続する 4時間
以内で10回まで。

※日曜日と祝日、年末年始を除く。

▼  内容　乳児のもく浴と育児、
食事の世話や洗濯、清掃、生
活必需品の買い物などの家事、
生活や育児に関する相談や助
言など

※ 費用は世帯の市民税などの課
税区分に応じて異なります。

▼問い合わせ　子育てグループ
 （☎85５６３４）

産後子育てママ
派遣事業を
ご利用ください

広報のぼりべつ2013年2月号19 すくすく子育て　いきいき健康



『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

健
　
　
康

い
き
い
き

▼ 

日
時　

2
月
15
日
㈮　

10
時
30
分
〜
13

時
▼
場
所　

集
団
料
理
教
室

▼ 

内
容　

『
お
肌
プ
ル
プ
ル　

コ
ラ
ー
ゲ

ン
食
』
ふ
か
ひ
れ
姿
煮
、
サ
ラ
ダ
な
ど

▼ 

申
し
込
み　

2
月
12
日
㈫
ま
で
に
栄
養

部
（
☎
80
3
2
3
5
）

▼ 

内
容　

日
常
生
活
の
注
意
点
、
カ
ル
シ

ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
つ
い
て

※
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

栄
養
部

 

（
☎
80
3
2
3
5
）

▼
日
時　

2
月
13
日
㈬　

15
時
〜
16
時

▼
場
所　

集
団
栄
養
指
導
教
室

▼
日
時　

2
月
22
日
㈮　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

外
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
す

▼ 
持
ち
物　

防
寒
着
、
帽
子
、
靴
、
昼
食
、

飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

 
（
☎
85
2
5
6
9
）

▼
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼ 

持
ち
物　

上
履
き
（
保
護
者
と
も
）
、

防
寒
着

※
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

▼
月
日
・
場
所　

•
2
月
6
日
㈬　

登
別
保
育
所

• 

2
月
7
日
㈭　

鷲
別
・
栄
町
・
富
士
・

幌
別
東
各
保
育
所

▼
日
時　

2
月
16
日
㈯　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

▼ 

内
容　

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊

び
、
制
作
、
雪
遊
び

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

▼
月
日
・
場
所

•
2
月
13
日
㈬　

鷲
別
公
民
館

•
2
月
20
日
㈬　

若
草
児
童
ク
ラ
ブ

▼
時
間　

10
時
〜
12
時

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼
持
ち
物　

上
履
き
（
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

登
別
厚
生
年
金
病
院
料
理
教
室

登
別
厚
生
年
金
病
院
健
康
教
室

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

保
育
所
を
開
放
し
ま
す

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
歯
科
医
師
会

 
（
☎
43
3
5
2
2
）

日時 診療所・住所・電話
2 月 3 日㈰
9時～11時

嶋津歯科医院 （☎813366）
登別市富士町 2丁目11－10

2 月10日㈰
9時～11時

福田歯科クリニック （☎㉗5420）
室蘭市祝津町 2丁目 3－１

2月11日㈪
9時～11時

エルム歯科蘭東診療所 （☎436161）
室蘭市中島町 2丁目23－ 3

2 月17日㈰
9時～11時

みうら歯科 （☎556330）
室蘭市港北町 2丁目 6－ 1

2 月24日㈰
9時～11時

本田歯科 （☎㉒3322）
室蘭市港南町１丁目 9－19

2
月
の
歯
科
救
急
医
療

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
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２月号

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
2 月 9 日㈯
13時30分～
15時20分

プラタナス・フォーラム
プラタナス

１部：フォーラム
2部：三市合同女性国内派遣
研修参加報告会

料 100円 問安達さん（☎85 7 8 4 5 ）

2 月16日㈯
13時～

障がい者地域啓発研修会
登別市総合相談支援セン
ターｅｎ

テーマ：障がい者が安心して
暮らせるまちについて
講師：三田優子さん（大阪府
立大学准教授）

－ 申  2 月14日㈭までに同センタ
ー（☎86 0 7 0 7 ）

3 月 2 日㈯・
3日㈰
10時～17時
（ 3日は16時
45分）

第 8回『障害者週間』
記念事業・映画上映

両日：障がい児・者作品展示、
授産製品販売
3日：式典、人形劇、相談・
喫茶コーナー、映画上映（13
時30分～『幸せの太鼓を響か
せて』）など

－ 問  吉野さん（きっさハーモニ
ー内・☎85 3 9 7 0 ）

市民会館　登別市富士町 7丁目33番地 1 ☎88 1 1 3 9

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

2 月１日㈮～
28日㈭ 登別美術協会会員作品展

油彩や水彩、日本画、パステ
ル画、陶芸など会員の作品約
40点を展示します

－ 問干谷さん（☎88 1 2 4 6 ）

2 月19日㈫
12時～13時

リンパ学習会
ＮＰＯ法人リンパ健康学
普及協会

リンパを知ろう学習会（知識
編） － 問川島さん（☎080‒3262‒5774）

※直接会場にお越しください。

市民活動センター『のぼりん』登別市緑町１丁目１番地 4 ☎83 6 8 6 6

今月の『のぼりん文化講座』 申し込み　市民活動センター
☎83 6 8 6 6

　市民活動センターは、多くの方が気軽に市民活動に参加できるよう、登別市文化協会と連携し、年間を通じてさま
ざまな入門講座を行います。
　これまでサークル活動をしたいと思っていてもなかなかその機会がなかった方や、自分に合った活動に出会うこと
ができなかった方など、これから市民活動に参加したい方はぜひご参加ください。

日時 講座名 内容 対象・定員・参加料 申し込み期限･持ち物

2 月 9 日㈯
10時～12時 詩吟教室

漢詩、和歌、俳句を楽しく吟じます
講師：澤井功岳さん、竹中一鵬さん、
寺井岳涼さん（登別吟道連盟）

定 15人（申込順）
※初心者歓迎。

申 2 月 7 日㈭
持筆記用具

2月13日㈬
10時～12時 水彩画教室 静物画を描きます

講師：長田清さん（登別美術協会） 定 20人（申込順）
申 2 月 7 日㈭
持  絵の具、画用紙、パレ
ット、筆、水入れ、鉛
筆、カッター

2月15日㈮
10時～13時 葉画教室

いろいろな葉で色紙大の絵を描きま
す
講師：高野恵子さん（登別美術協会）

定 20人（申込順）
料 1,000円（材料費）

申 2 月12日㈫
持おしぼり、はさみ

2月15日㈮
14時～16時 江差追分教室

江差追分の唄い方を学びます
講師：石橋涛栄さんほか（登別民謡
連合会）

定 20人（申込順）
申 2 月12日㈫
持筆記用具
※ 講座を録音する方は録
音機材持参。

2 月20日㈬
10時～12時 陶芸教室

粘土で花瓶やコーヒーカップなどを
作ります
講師：佐藤彰さん（登別美術協会）

定 20人（申込順）
料  1,000円（粘土１
㎏、上薬・焼き代）

申 2 月15日㈮
持てぬぐい

※多くの方が受講できるよう、応募が多数のときは、初めての方を優先します。
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

2 月23日㈯
10時～12時

『らくがん』和菓子作り
体験

誰でも簡単にできる和菓子
『らくがん』を、砂糖とみじ
んこを混ぜて作ります

対小学生以上
定 20人（申込順）
料 200円

申  2 月１日㈮～16日㈯に郷土
資料館

持  上靴、エプロン、三角巾、布巾、
持ち帰り用容器、クッキーや
プリンの型（お持ちの方）

郷土資料館　登別市片倉町 6丁目27番地 2 ☎88 1 3 3 9

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
毎月最終金曜日は図書整理のため休館します（今月は 2月22日㈮）。

2月 6日㈬・
20日㈬
10時30分

おはなしくれよん わらべうたと絵本の読み聞か
せ 対乳幼児 問市立図書館

※乳幼児は保護者同伴。

2 月 9 日㈯
13時～15時

平成24年度読み聞かせ研
修会『読み聞かせで伝え
たい本の楽しさを』－地
域で子どもと本をつなぐ
ために－

読み聞かせについての要点を
学びます
講師：福田洋子さん（『こど
も冨貴堂』店長）

対  ボランティアや
仕事で読み聞か
せに携わる方、
興味のある方

問市立図書館

2月13日㈬
15時30分

えほんのへやのおはなし
会 絵本の読み聞かせ 対幼児～小学生 問市立図書館

※幼児は保護者同伴。
2 月16日㈯
13時30分 登別子ども劇場 絵本と紙芝居の読み聞かせ － 問市立図書館

2月16日㈯
15時～
15時45分

キッズヨガ 子ども向けのヨガ教室です
講師：大西正美さん

対 3 ～ 7 歳の方
※保護者同伴。

問市立図書館
持  動きやすい服装、バスタオ
ル、飲み物

2月19日㈫～
28日㈭

ロビー展示『日本古代製
鉄法「たたら吹き製鉄」
を知る』

『室蘭登別たたらの会』によ
るパネル展。たたら製鉄の歴
史や和鉄の作品を紹介します

－ 問市立図書館

2月23日㈯
13時30分 おはなしぽけっと 絵本の読み聞かせと紙芝居 対幼児～小学生 問市立図書館

※幼児は保護者同伴。

2 月23日㈯
15時～16時

図書館ツアーと利用者ガ
イダンス

職員が館内を案内するほか、利
用者コンピュータを使った上手
な検索の仕方などを紹介します

対市内居住の方 問市立図書館

3月 2日㈯
13時30分 おじさんズ 絵本と紙芝居の読み聞かせ 対幼児～ 問市立図書館

※幼児は保護者同伴。

市立図書館　登別市中央町 5丁目21番地 1 ☎85 4 3 2 4

聴いて触れる　はじめての雅楽
　国内外で活躍する北之台雅楽アンサンブルによる雅楽の公演です。
　公演終了後は、実際に楽器に触れる雅楽体験教室も行います。

▼日時　 3月16日㈯　開場12時30分　開演13時

▼場所　市民会館

▼入場券　2,000円（全席自由、高校生以下無料）
※体験教室の対象は、小学生から高校生までです。

問い合わせ　澤田さん（☎85７４５３）

入場券販売所
市民会館、鷲別公民館、市役所母子会売店、
藤崎わさび園、セイコーマートなりた、Ｎ
ＰＯ法人いぶりたすけ愛、刈田神社、室蘭
市市民会館、エルム楽器室蘭支店
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申込期限・問い合わせ・持ち物
2 月 5 日㈫・
20日㈬
10時～12時

ネイチャースキー
森の中をすべって歩ける『ネ
イチャーハイク』で冬の森を
楽しみます

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 700円

申各回の前日
持帽子、手袋、飲み物など

2月 8日㈮
10時～
12時30分

森のサロン『恒例！手作
りみそづくり』

材料にこだわったおいしいみ
そ作りに挑戦しましょう

対  未就園児とその
保護者

定 20組（申込順）
料 2,800円

申 2 月 5 日㈫
持  4 ㎏のみそが入る容器、エ
プロン、三角巾、飲み物、
昼食、着替えなど

2月 9日㈯
10時～15時

K
コ ン グ

oNG主管『プチ冬山登
山』

スノーシューをはいて、コンパ
スと地図を使うちょっとした山
登りにチャレンジしませんか

対 18歳以上の方
定 12人（申込順）
料 800円

申 2 月 7 日㈭
持帽子、手袋、昼食など

2月 9日㈯
10時～12時、
13時～15時

森の子育てフォーラム
外遊びを子育てに上手に取り
入れるヒントを学びます。大
人も子どもも楽しめます

対  子育て中の方、
子育て支援をし
ている方

定 50人（申込順）
料  300円（子ども100円）

持昼食、飲み物など
※託児可。
※ 午前午後どちらかのみの参
加可。

2 月10日㈰・
11日㈪・17日
㈰・23日㈯、
3月 2日㈯
10時～12時

ＷＥＳ／ウィークエンド
スノーシュー

スノーシューをはいて雪が積
もる森へ。週末は体を動かし
て冬を楽しみましょう

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 600円

申各回の前日
持帽子、手袋、飲み物など

2月10日㈰・
11日㈪

山の学校『お楽しみお泊
り会・冬』

雪遊びやスノーシュー探検な
ど、冬遊びで鉱山を極める 2
日間

対  小学 4～中学１年生
定 20人（申込順）
料 2,800円

申 2 月 7 日㈭
※ 参加者には後日要項を送付
します。

2 月11日㈪
10時～15時

K
コ ン グ

oNG主管『歩くスキー
遠足②』

雪が積もった林道は歩くスキ
ーにもってこい。森でお茶も
楽しみます

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 900円

申 2 月10日㈰
持昼食、飲み物など

2月15日㈮
10時～
12時30分

m
マ マ

amaのためのサロン
『大豆c

カ フ ェ

afé・手作りみそ』大人向けのみそづくりです
対子育て中の方
定 20人（申込順）
料 2,800円

申 2 月10日㈰
持  4 ㎏のみそが入る容器、エ
プロン、三角巾、昼食（お
にぎり程度）など

2月16日㈯
10時～13時

K
コ ン グ

oNG主管『冬のネイチ
ャーハイク』

カメラを持って冬の森へ。こ
の時期だけの自分だけの風景
を見つけませんか

定 10人（申込順）
料  600円（小学生300
円、幼児無料）

申 2 月15日㈮
持  デジタルカメラ、帽子、手
袋、昼食、飲み物など

2月16日㈯
10時～15時

ながぐつレンジャー『お
楽しみ！出張お仕事』

鉱山町を飛び出して、いつも
とは違う仕事に挑戦！ 対小学生 申 2 月13日㈬

持飲み物、昼食、着替えなど

2月17日㈰
10時～14時

森のようちえん『ゆきや
まあるき』

子どもたちだけで雪山歩きに
挑戦。大人もお楽しみプログ
ラムに挑戦

対  3 歳以上の未就
学児とその保護
者（兄弟参加可）

料１人200円

申 2 月14日㈭
持昼食、飲み物、着替えなど

2月21日㈭
10時～12時 ガイドウォーク

この季節に楽しめる自然をネ
イチャーガイドがご案内しま
す

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 300円

申 2 月20日㈬
持帽子、手袋、飲み物など

2月23日㈯
10時～13時

里山づくりの日『里山を
つなげる日～枝はらい』

森を育てるために樹の枝打ちをしま
す。作業後にはおいしいおやつも

料  200円（子ども
100円）

申 2 月22日㈮
持昼食、飲み物、軍手など

2月24日㈰
10時～13時

父と子の日『冬遊び森そ
り編』

森の下り坂は格好のポイント。
木をよけながらそりで滑って
みよう

対  小学 2年生までの子
どもとそのお父さん

定 20組（申込順）
料１組500円

申 2 月21日㈭
持着替え、昼食など
※ １人増えるごとにプラス100円。

2 月26日㈫
～ 3月 3日㈰

K
コ ン グ

oNG主管『N
ネ イ チ ャ ー

ature 
P
フ ォ ト

hoto展』
2012年からの活動の中で撮影
した写真を展示します － 問ふぉれすと鉱山

3月１日㈮
10時～15時

たまにはアウトドアライ
フ『プチ冬山とうはん
byスノーシュー』

道なき道を地図を読んで進む
ルートファインディング。ス
ノーシューで森の中へ

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 800円

申 2 月28日㈭
持昼食、飲み物など

3月 2日㈯
13時～15時 ひなまつりイベント お内裏さまとおひなさまの着

物で写真撮影。グッズも作成
料 400円（１セット）
※30セット限定。

申 3 月１日㈮
持飲み物など

3月 3日㈰
10時～13時 コーザンホワイトレース

クロスカントリースキーのレー
ス。 3㎞、 5㎞のコースのほか、
子ども向けのお楽しみレースも

対中学生以上
定 50人（申込順）
料 1,200円

申 3 月１日㈮
持飲み物など

※それぞれの活動や天候に適した服装や持ち物でお越しください。

ふぉれすと鉱山　登別市鉱山町 8番地 3 ☎85 2 5 6 9
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　総合体育館　登別市若山町 2丁目26番地１
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

2 月 6 日㈬は、カーテン取り換え工事のため、アリーナが利用できません。
問い合わせ　総合体育館（☎85 5 5 5 2 ）

　クリンクルセンター　登別市幸町 2丁目 5番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

2 月20日㈬
18時～ 環境講演会

演題『家庭で役立つ省エネ』
講師：荒岡さとみさん（北海
道地球温暖化防止活動推進員）

定 100人（先着順）

申  2 月１日㈮から市役所や各支所、
市民会館、クリンクルセンターで
配布する整理券をお持ちください

問  環境対策グループ（☎85 2
9 5 8 ）

　いぶりたすけ愛『ともかな』　登別市桜木町 3丁目 2番地16
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

2 月16日㈯
10時～12時 手作り味噌づくり

おいしい大豆から自家製みそ
をつくりませんか
※ 事前に各自で大豆を煮てい
ただきます。

料  2,300円（大豆・
麹・塩・焼酎代
含む）

申  2 月10日㈰までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

2 月16日㈯
15時～17時 男の料理教室

料理の基本を学びながら夕食
のおかず１品と酒の肴を作り
ます

対男性
定 6 人（申込順）
料 1,000円

申  2 月10日㈰までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

2 月23日㈯
13時～15時

大好評！レコードを楽し
む会

映画音楽やジャズ、クラシッ
クなど懐かしい音楽を聴いて
素敵な時間を過ごしましょう

定 18人（申込順）
料  500円（ワンドリ
ンク付き）

申  2 月16日㈯までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

持かけたいレコード
　ブティック花　登別市富士町 2丁目11番地 7

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

2 月24日㈰
10時～15時

チャリティイベント『の
ぼりべつの小さな宝物展』

登別近郊でものづくりをして
いる主婦によるチャリティイ
ベントです

－ 問藤井さん（☎090‒7511‒0234）

　胆振地方男女平等参画センター『ミンクール』　室蘭市東町 4丁目29番１号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

3 月 2 日㈯
13時30分～
15時30分

2013国際女性デーINむ
ろらん講演会

演題『女性であることのスト
レスと心のケア』
講師：瀧澤紫織さん（医療法
人こぶし植苗病院医師）

定 80人（申込順）
料 500円
※ 託児あり（ 8人・
100円）。

申  2 月25日㈪までに同実行委
員会事務局（☎思㉓ 4 4 4
3 ・Eメール：BRB77102
＠nifty.com）

　室蘭工業大学ロボットアリーナ　室蘭市高砂町 3丁目11番 1 号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

① 2月16日㈯
② 2月24日㈰
10時30分～
12時

回ると光る電子コマをつ
くろう

はんだ付けでＬＥＤなどの電
子部品を取り付け、回すと光
って音の鳴るコマを作ります

対小学 3～ 6年生
定各10人（抽選）

申  ①は 2月 6日㈬、②は 2月13日
㈬までに住所、氏名、学年、連絡
先、希望日時、イベント名を明記
の上、持参またはファクス、Ｅ
メール（ra_apply@mmm.mu
roran‒it.ac.jp）で同アリーナ

※ホームページから申込可。
※抽選結果は郵送します。
問  同アリーナ（☎思83 5 6 5 0 ）

① 2月16日㈯
② 2月24日㈰
13時30分～
15時

ロボット組立体験教室
学年に応じた工作キットのロ
ボットの組み立てをしてその
仕組みを体験します

対小学生
定各10人（抽選）

その他
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ご当地グルメ創造支援事業

ご当地グルメご当地グルメ
開発向上セミナー開発向上セミナー

　登別商工会議所と登別ブランド推進協議会は、こ
だわりをもった登別らしい、市民に親しまれるグル
メを創り、まちおこしを図っていくことを目的に
『ご当地グルメ開発向上セミナー』を開催します。
　講師は、ＵＨＢの番組『さぁ！トークだよ』内の
コーナー『青ちゃんの解決きっちん』でおなじみの
青山則靖さん。ご当地グルメの開発にご興味のある
方、すでに取り組まれている方は、ぜひご参加くだ
さい。

▼日時　 2月13日㈬　13時～15時

▼場所　市民会館

▼テーマ　ご当地グルメの現状と
　地産地消について

▼定員　50人

問い合わせ　登別商工会議所（☎85４１１１）

市民活動交流フェスタ市民活動交流フェスタ
『ザッツ・むすびば』『ザッツ・むすびば』
～市民活動の輪をのぼりんからひろげよう～
　市内で活動する市民活動団体が集まり、子どもか
ら大人まで楽しめるイベントを開催します。
　皆さんと市民活動団体とのすてきな出会いの場で
す。ぜひ、遊びにきてください。

▼日時　 2月16日㈯　10時～15時

▼場所　市民活動センター

問い合わせ　市民活動センター（☎83６８６６）

◎展示ブース（作品や活動の紹介）
豆盆栽、絵手紙、木工、川柳、たたら製鉄の展示や、
中国語、手話の会の活動紹介など

◎体験交流ブース
華道体験、魚拓体験、和紙の作品づくり、布を使
った作品づくり、ルバーブジャムの試食会、包丁
研ぎ（実演）、卵のからで作るポプリ入れなど

◎パフォーマンスライブ
ハーモニカ演奏、アコースティックギター演奏、
詩吟、人形劇、マンドリン演奏など

◎キッズ体験コーナー
絵本の読み聞かせなど

内　容内　容

登別バドミントンスポーツ少年団

登別聴覚障がい者懇談会

●活動日　毎週土曜日　13時30分～17時
●場所　総合体育館、富岸青少年会館
●対象　小学 3～ 5年生
●定員　若干名
●会費　1,000円（月額）
※このほか入団費や親の会会費などが掛かります。
● 申し込み　 2月23日㈯までの16時～18時に太田さ
ん（☎88 2 2 8 1 ）

　聴覚障がい当事者の団体として、登別市で初めて
結成した団体です。
　交流や親睦の場としてだけではなく、障害のある
人もない人も互いに協力し合い、地域に根差した団
体として、生活の向上を目指し、活動をしています。
● 対象　登別市近郊に住む聴覚障がいのある方、手
話や要約筆記を学びたい方、会の運営を支えてく
れる方など
※ 孤立した生活をしている聴覚障がいのある方がい
ましたら、ご紹介ください。
●問い合わせ　山田さん（思88１２６６）

会員募集
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不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00
※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

今月の新着図書
市立図書館
☎854324

＝こどものほん＝

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

謎解きはディナーのあとで（ 3）

ルドルフとスノーホワイト

東
ひがし

川
かわ

　篤
とく

哉
や

 著

斉
さい

藤
とう

　　洋
ひろし

 作

　宝生邸に眠る秘宝が怪盗に狙わ
れる？　体中から装飾品を奪われ
た女性の変死体発見？　続々と発
生する難事件に麗子はピンチに陥
るが、影山の毒舌と推理は絶好調
で……。

　黒ねこ・ルドルフの仲間のブッ
チーが生んだ子ねこ、チェリーが
行方不明に。ルドルフはチェリー
の捜索に出かけるが……。ちょっ
ぴり成長したルドルフたちが活躍
する『ルドルフシリーズ』第 4弾。

◇僕の死に方 金
かね

子
こ

　哲
てつ

雄
お

 著
◇大人の流儀（ 3）別れる力 伊

い

集
じゅう

院
いん

　静
しずか

 著
◇北海道の空港 イカロス出版 刊
◇しょうがの味は熱い 綿

わた

矢
や

　りさ 著
◇血霧（上・下） パトリシア・コーンウェル 著

◇ねえたんがすきなのに かさいまり 作　鈴
すず

木
き

まもる 絵
◇こども大百科大図解 キッズペディア 小学館 刊
◇がんこちゃんはアイドル 末

すえ

吉
よし

　暁
あき

子
こ

 作

忘
れ
も
し
な
い
10
月
13
日
は
、
い
つ

も
優
し
く
気
遣
っ
て
く
れ
る
母
の
誕
生

日
で
し
た
。

当
日
、
母
に
花
を
届
け
た
後
、
買
い

物
を
思
い
出
し
、
財
布
を
探
し
ま
し
た

が
、
車
の
中
を
丁
寧
に
探
し
て
も
あ
り

ま
せ
ん
。
財
布
に
は
運
転
免
許
証
が
入

っ
て
お
り
、
す
っ
か
り
気
が
動
転
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

運
転
免
許
証
の
再
交
付
の
手
続
き
の

こ
と
を
問
い
合
わ
せ
る
た
め
交
番
に
電

話
し
、
落
と
し
た
財
布
の
中
に
運
転
免

許
証
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、

「
た
っ
た
今
拾
っ
た
方
が
届
け
に
来
ま

し
た
よ
」
と
の
返
事
。
名
前
や
電
話
番

号
は
告
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
て

帰
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

戻
っ
て
き
た
財
布
を
見
て
、
こ
の
世

知
辛
い
昨
今
、
本
当
に
良
い
人
に
拾
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
お
礼
を
言
い
た
い
毎
日
で
す
。

登
別
市
に
も
こ
の
よ
う
な
正
直
な
方

が
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
中
央
町
・
女
性
）

市
役
所
関
係
の
短
期
の
仕
事
の
募
集

や
選
考
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

 

（
一
市
民
）

臨
時
職
員
の
採
用
は
、
年
度
途
中
の

場
合
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
求
人

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
年
度

当
初
（
4
月
）
に
採
用
が
見
込
ま
れ
る

職
は
、
併
せ
て
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
2
月

号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

採
用
の
可
否
は
、
ご
応
募
い
た
だ
い

た
方
に
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
決
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
途
中
、
急
に
職
員
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
（
選
挙
や
今
ま
で
い

た
職
員
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な

ど
）
は
、
以
前
お
勤
め
い
た
だ
い
た
方

や
面
接
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
、
ご
本
人
の
意
向
を
確
認
し
た
う

え
で
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

（
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
）

お
礼
を
言
い
た
く
て

市
役
所
関
係
の
仕
事
の

募
集
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ 7段）●ルームランナー●ポータブルトイレ●座卓（48×80
×35㎝黒色天板ガラス付き）●座卓（45×80×45㎝黄色天板ガラス付き）
●幼児用自転車（18㌅・補助輪なし）●登別青嶺高校制服（男子Ｍサイズ
冬用）●全自動洗濯機（ 8㎏）●ソファ（ 2人用）●ベビーバス（プラス
チック製）●冷凍庫（89×60×73㎝）●ＦＦ式石油ストーブ●犬小屋（木
製・中型用）●クーラーボックス●小学生用学習机（木製）●エクササイ
ズバイク●三輪車（１歳用・押し棒付き）●冷凍庫（100㍑）●ギター
●電気こたつ（103×74×37㎝）

ゆずってください（買います）

●三輪車●婦人用折りたたみ自転車●バドミントンラケット●介護用ベッ
ド（シングル）●ピアノ●いす用マージャン卓（マット・牌）●羽釜●パ
ークゴルフセット●漬物用木の樽（ 2斗・１斗）●エアポット●ワープロ
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 、思85 7 6 7 4

［香風町会］
若さの秘訣は健康マージャンとカラオケ
町内会いきいきサロン

［富岸町内会］
200人でメリークリスマス
親子クリスマス会

［中央新生町内会］
湯ったり楽しい交流会
日帰り温泉利用促進事業を活用

［新川第二町内会］
拍子木鳴らして『火の用心』
町内会歳末防犯パトロール

　

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
若
い
世
代
の
多
い
富
岸
町
内
会
で
、

毎
年
行
っ
て
い
る
町
内
会
行
事
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ
た
人
が

負
け
た
人
に
あ
め
玉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
『
あ
め
玉
ジ
ャ
ン
ケ

ン
』
や
『
サ
イ
コ
ロ
転
が
し
』
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
、
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
は
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
温
泉
施
設
を
利
用
す
る
と
き
、
参
加
人
数
に
よ
っ
て

市
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
活
用
し
、
初
め
て

町
内
会
で
カ
ル
ル
ス
温
泉
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

湯
船
に
ゆ
っ
た
り
と
浸
か
り
、
お
い
し
い
昼
食
を
と
っ
た
あ

と
は
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
で
毎
年
年
末
に
行

っ
て
い
る
、
犯
罪
や
火
災
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

る
『
町
内
会
歳
末
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
』
に
、
今
回
は
25
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

た
す
き
型
の
夜
光
反
射
材

を
身
に
着
け
、
防
犯
灯
を
手

に
し
た
参
加
者
は
、
2
班
に

分
か
れ
て
町
内
会
を
巡
回
。

夜
の
厳
し
い
冷
え
込
み
の
中
、

街
灯
の
少
な
い
場
所
や
、
住

宅
街
な
ど
を
中
心
に
、
昔
懐

か
し
い
拍
子
木
を
鳴
ら
し
、

拡
声
器
で
「
火
の
用
心
」
と

訴
え
な
が
ら
、
明
る
い
お
正

月
を
迎
え
る
こ
と
を
願
い
ま

し
た
。

新
川
第
二
町
内
会

 

会
長　

山
﨑　

信
一

富岸町内会
会長　佐藤　弘子

中央新生町内会
会長　今　　平人

　

月
2
回
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
は
、
初
心
者
も
経
験
者
も
楽

し
く
遊
べ
る
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
と
、
声
を
出
し
て
日
ご
ろ
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
カ
ラ
オ
ケ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
は
競
い
あ
う
こ
と
で
頭
や
手
先
を
使
う

こ
と
か
ら
、
脳
の
老
化
予
防
や
認
知
症
予
防
の
効
果
が
期
待
さ

れ
、
健
康
維
持
と
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

香風町会
会長　三浦　忠夫
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開
か

れた
議会を目指し
て

68号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2013.2.1

登別市議会 で 検索

　

平
成
24
年
第
4
回
定
例
会
が
、
12
月
7
日
か
ら
17
日
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
6
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
11
月
27
日
に
発

生
し
た
大
規
模
停
電
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
今
年
で

第
50
回
を
迎
え
る
登
別
地
獄
ま
つ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
3

法
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

① 
予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
け
る
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
・
第
6
号
）
、
平
成
24
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
、
平
成
24
年
度
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
審
議

②
総
務
・
教
育
委
員
会
付
託
議
案
の
審
議

③
公
有
水
面
埋
立
て
（
登
別
漁
港
）

④
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

が
あ
り
、
各
議
案
に
つ
い
て
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
議
に
つ

い
て
は
「
室
蘭
総
合

鉄
道
部
運
転
課
及
び

鷲
別
機
関
区
維
持
・

存
続
を
求
め
る
決
議
」

を
、
意
見
書
に
つ
い

て
は
「
震
災
リ
ス
ク

に
対
応
し
た
精
油
機

能
の
最
適
な
分
散
配

置
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
定
供
給
体
制
の

確
立
を
求
め
る
」
な

ど
6
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

12
月
13
日
に
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審
査
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
項
目
ご
と
に
6
名
の
委
員
が
活
発
な
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は

一
般
会
計
補
正
予
算

•
生
活
保
護
費
・
医
療
扶
助
費
の
適
正
化
に
つ
い
て

• 

カ
ル
ル
ス
地
区
取
水
施
設
整
備
事
業
補
助
金
で
は
、
安
全
で
安
定

し
た
供
給
に
つ
い
て

• 

鷲
別
青
少
年
会
館
解
体
事
業
費
で
は
、
会
館
解
体
後
の
考
え
方
に

つ
い
て

• 

債
務
負
担
行
為
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
債
務
負
担
行

為
の
増
加
傾
向
に
対
す
る
指
摘
に
つ
い
て

•
指
定
管
理
の
運
営
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

• 

公
共
下
水
道
事
業
費
5
千
万
円
と
い
う
大
き
な
金
額
を
補
正
予
算

と
し
、
な
お
か
つ
繰
越
明
許
費
補
正
と
し
た
理
由
に
つ
い
て

な
ど
の
質
問
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
各
会
計
補
正
予
算

と
も
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
、
総
務
・
教

育
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
議
案

2
件
に
つ
い
て
、
12
月
7
日
に

資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を

開
催
し
、
12
月
12
日
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

① 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

② 

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
行
い
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
第
4
回
定
例
会

総
務
・
教
育
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
24
年
度
補
正
予
算
審
査
）

大規模停電による災害の原因究明と対策について集中審議！

指定管理の運営評価のあり方
などについて審査！　　　　

市民活動センターの指定管理者
の指定について審査！　　　　

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

総務・教育委員会の
正・副委員長が代わりました
　11月19日付で、総務・教育委員会委員
長でありました辻弘之議員が辞職された
ことに伴い、11月20日に新たな正・副委
員長が決まりました。

総務・教育委員会
委 員 長 米　田　登美子
副委員長 上　村　幸　雄

広報のぼりべつ2013年2月号 28議会だより でぃすかす



　

市
役
所
で
は
職
員
の
世
代
交
代
が
急
速
に

進
み
、
実
務
経
験
が
短
く
て
も
昇
格
の
必
要

な
時
代
を
迎
え
る
。
「
あ
っ
て
は
い
け
な
い

ミ
ス
」
を
市
役
所
か
ら
一
掃
し
、
職
員
が
若

く
て
も
将
来
に
明
る
い
展
望
を
持
て
る
ビ
ジ

ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
今
こ
そ
市
役
所
風
土

を
刷
新
さ
せ
る
べ
く
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

の
立
ち
上
げ
を
提
案
し
た
。
市
は
、
こ
の
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
立
ち
上
げ
に
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
た
。

　

ま
た
、
西
い
ぶ
り
消
防
広
域
化
に
つ
い
て

市
長
は
、
登
別
市
、
室
蘭
市
、
伊
達
市
の
各

消
防
本
部
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
違
い
に
よ
っ

て
、
合
意
に
は
長
期
間
必
要
と
答
弁
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
3
法
に
つ
い
て

①
「
登
別
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
設

置
や
関
係
条
例
の
制
定
、
改
正
な
ど
の
今
後

の
考
え
は
。

②
少
子
化
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
る
災
害
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
気
が
つ
い
た
ら
子
ど
も

が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
10
年
後
、
20
年
後
の
人
口
動
態
、

乳
幼
児
数
、
地
域
分
布
な
ど
将
来
の
推
移
を

把
握
し
て
い
る
か
。

な
ど
に
関
し
、
市
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
見
解
を
求
め
た
。

　

「
大
規
模
停
電
の
原
因
に
つ
い
て
北
海
道

電
力
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
の

問
い
に
、
「
暴
風
雪
に
よ
る
電
線
や
鉄
塔
へ

の
着
雪
と
風
の
影
響
な
ど
類
の
な
い
過
酷
な

気
象
条
件
に
よ
る
も
の
」
と
答
弁
。

　

当
日
の
気
象
条
件
は
、
鉄
塔
設
置
の
安
全

基
準
内
で
あ
り
、
自
然
災
害
で
は
な
い
。
鉄

塔
の
安
全
点
検
を
目
視
で
行
う
こ
と
は
、
本

来
の
点
検
と
は
な
ら
な
い
。
地
域
住
民
が
納

得
し
、
安
心
で
き
る
方
法
で
安
全
点
検
を
す

べ
き
で
あ
る
と
、
被
害
を
受
け
た
自
治
体
と

し
て
北
海
道
電
力
に
強
く
申
し
入
れ
る
べ
き

と
要
望
し
た
。

質　

登
別
温
泉
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
湯
ま
つ

り
・
鬼
花
火
・
地
獄
ま
つ
り
と
市
民
な
し
で

は
開
催
で
き
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
人
的
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成
25
年
に
第
50
回

を
迎
え
る
登
別
地
獄
ま
つ
り
の
開
催
に
向
け

て
、
市
民
と
と
も
に
感
動
を
得
ら
れ
る
全
市

的
な
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
た
め
に
、
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答　

50
回
の
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
つ

り
に
賛
同
さ
れ
る
多
く
の
市
民
・
団
体
な
ど

の
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
一
人
一

人
が
お
も
て
な
し
の
心
で
登
別
の
魅
力
を
内

外
に
伝
え
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ま
た
次
の
世

代
へ
の
継
承
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
成
功

さ
せ
た
い
。

　

昭
和
38
年
に
策
定
し
、
そ
の
後
改
訂
さ
れ

て
い
る
「
地
域
防
災
計
画
」
は
、
有
事
の
際

の
北
海
道
電
力
の
対
応
や
、
市
と
町
内
会
に

よ
る
市
民
へ
の
広
報
な
ど
の
義
務
的
役
割
を

定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
起
き
た
大
規

模
停
電
時
に
お
け
る
市
や
各
種
団
体
の
対
応

と
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
民
へ
の
広
報
や
避
難
所
設

置
を
含
め
、
初
動
体
制
の
遅
れ
が
あ
っ
た
。

今
後
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
の
活
用
や
、
町

内
会
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
老
人
憩

の
家
な
ど
の
各
種
施
設
を
優
先
活
用
す
る
こ

と
を
含
め
、
停
電
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。

①
今
回
の
大
規
模
停
電
を
経
験
し
た
中
で
、

市
役
所
庁
舎
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
の
必
要

性
を
た
だ
し
、
非
常
用
電
源
の
確
保
を
図
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
将
来
的
に
停
電

回
避
と
安
定
し
た
ベ
ー
ス
電
源
と
な
る
地
熱

発
電
の
検
討
を
要
望
し
た
。

②
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
支
援
で
岩

手
県
大お

お

槌つ
ち

町ち
ょ
うに
派
遣
さ
れ
て
い
る
市
職
員
の

勤
務
環
境
に
つ
い
て
た
だ
し
、
勤
務
や
生
活

環
境
な
ど
あ
ま
り
負
担
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
平
成
25
年
度
も
派
遣

を
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

③
市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
た
だ
し

た
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
設
置

 

を
提
案

石　

山　

正　

志

＊

子
ど
も
・
子
育
て
3
法

 

に
つ
い
て

木　

村　

純　

一

鉄
塔
倒
壊
の
原
因
究
明

 

を
厳
し
く
す
べ
き
!!

渡　

辺　
　
　

勉

第
50
回
登
別
地
獄
ま
つ
り

 

の
開
催
に
つ
い
て

工　

藤　

倶
二
雄

大
規
模
停
電
時
に
お
け
る

 

吹
鳴
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
は

 

重
要
で
あ
る

二　

瓶　

秀　

幸

一 般 質 問一 般 質 問
平成24年第 4回定例会の主な議案の賛否状況平成24年第 4回定例会の主な議案の賛否状況

（挙手採決議案のみ掲載）（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成23年度登別市一般会計
歳入歳出決算の認定につい
て　　　　　　　　　　　

石山、上村
木村（俊）、木村（純）
工藤、佐藤
杉尾、鈴木
辻、天神林
成田、二瓶
沼田、松山
村井、山田
米田 　　

佐々木
渡辺

可決

平成23年度登別市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　

可決

平成23年度登別市介護保険
特別会計歳入歳出決算　　
の認定について　　　　　

可決

＊タスクフォース：具体的な特定の課題を達成するため、一時的に編成される組織

広報のぼりべつ2013年2月号29 議会だより でぃすかす



　

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
の
収
入
未
済
額
、

一
般
会
計
の
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
、

野
犬
掃
討
・
畜
犬
登
録
経
費
、
高
校
生
の
た
め

の
企
業
見
学
会
経
費
な
ど
8
事
業
を
質
問
し
た
。

　

交
流
の
森
づ
く
り
事
業
費
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
設
置
予
定
場
所
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
、

市
民
開
放
を
含
め
、
交
流
の
森
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
た
だ
し
た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

質　

下
水
道
供
用
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
、
生

活
状
況
改
善
と
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
中

登
別
地
区
の
早
期
工
事
着
手
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

市
の
財
政
状
況
を
慎
重
に
考
え
、
平
成
27

年
か
28
年
以
後
の
工
事
着
手
を
予
定
し
て
お
り
、

総
工
事
費
と
し
て
は
、
10
億
円
程
度
と
試
算
し

て
い
る
。

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

質　

生
活
保
護
扶
助
費
１
億
9
千
700
万
円
を
補

正
す
る
要
因
と
、
医
療
費
の
適
正
化
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答　

被
保
護
世
帯
数
・
世
帯
人
員
の
増
加
に
伴

う
入
院
・
通
院
な
ど
の
件
数
増
加
な
ど
に
よ
る
。

　

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
医
療
内
容

の
調
査
や
自
立
支
援
医
療
の
徹
底
、
後
発
医
薬

品
の
使
用
の
促
進
な
ど
に
努
め
る
。

木　

村　

俊　

子

木　

村　

俊　

子

　

衛
生
費
の
母
と
子
の
健
康
づ
く
り
事
業
費
で

は
、
妊
産
婦
の
一
般
健
康
診
査
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

教
室
、
離
乳
食
を
通
し
て
の
食
育
や
ヘ
ル
シ
ー

講
座
、
妊
婦
・
新
生
児
・
乳
幼
児
が
対
象
の
家

庭
訪
問
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

総
務
費
・
民
生
費
・
観
光
費
な
ど
に
お
け
る
事

業
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
質
問
し
た
。

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

質　

姉
妹
都
市
等
都
市
間
交
流
協
会
補
助
金
に

関
連
し
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
を
行
う
神
奈

川
県
海
老
名
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
の
考
え
は
。

答　

市
民
か
ら
「
姉
妹
都
市
と
し
て
の
関
係
を

構
築
す
べ
き
」
と
の
機
運
が
高
ま
っ
た
場
合
、

議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

沼　

田　

一　

夫

沼　

田　

一　

夫

質　

カ
ル
ル
ス
地
区
取
水
施
設
整
備
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
平
成
17
年
か
ら
取
水
施
設
を
整

備
し
、
生
活
用
水
に
利
用
し
て
い
る
が
、
今
後

水
が
枯
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
早
め

に
調
査
を
し
て
取
水
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
調
査
研
究
す
る
。

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

　

福
祉
避
難
所
の
開
設
を
提
案
。
現
在
の
災
害

時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
は
、
避
難
誘
導
へ

の
取
り
組
み
が
中
心
で
あ
り
、
避
難
所
の
体
制

整
備
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
る
。
高
齢
・
妊
婦
・

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
に
配
慮
し
た
避
難
所
の

整
備
に
つ
い
て
、
民
間
施
設
の
協
力
を
含
め
て

検
討
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

辻　
　
　

弘　

之

辻　
　
　

弘　

之

　

市
内
学
校
配
置
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
第
三
者
性
、
外
部
性
の
確
保
の
認
識
と
、
い

じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
の
発
生
状
況
や
配

置
後
の
予
防
効
果
な
ど
、
追
跡
調
査
の
必
要
性

を
提
案
し
、
さ
ら
に
拠
点
校
方
式
で
は
な
く
、

市
内
全
小
中
高
校
へ
の
配
置
を
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
心
の
教
室
相
談
員
の
生
徒
指
導
へ
の

活
用
実
態
を
た
だ
し
た
。

佐　

藤　

弘　

子

佐　

藤　

弘　

子

質　

鷲
別
青
少
年
会
館
の
解
体
に
よ
り
、
利
用

者
か
ら
今
後
の
利
用
場
所
に
つ
い
て
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
考
え
方
は
。

答　

利
用
団
体
や
町
内
会
か
ら
の
存
続
要
望
が

多
い
の
は
事
実
。
鷲
別
小
学
校
に
会
館
機
能
を

盛
り
込
む
な
ど
、
庁
内
や
関
係
者
、
利
用
団
体

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

沼　

田　

一　

夫

沼　

田　

一　

夫

　

地
方
債
の
現
在
高
推
移
を
み
る
と
、
年
々
改

善
さ
れ
て
お
り
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
経
常
収
支
比
率
の
上
昇
と
と

も
に
「
債
務
負
担
行
為
」
を
増
加
し
、
「
市
の

債
務
全
体
」
を
引
き
上
げ
て
い
く
よ
う
に
思
え

る
。
歳
入
が
厳
し
い
現
状
で
の
「
債
務
負
担
行

為
の
乱
用
に
は
注
意
が
必
要
」
と
指
摘
し
た
。

天
神
林　

美　

彦

天
神
林　

美　

彦

質　

市
内
各
所
で
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
急

増
傾
向
に
あ
る
た
め
、
当
市
の
被
害
状
況
や
事

業
の
実
績
、
さ
ら
に
は
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

答　

特
に
エ
ゾ
シ
カ
と
ア
ラ
イ
グ
マ
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
被
害
も
深
刻
で
あ
る
た
め
、
人
員

や
機
材
な
ど
、
駆
除
体
制
を
充
実
さ
せ
た
い
。

成　

田　

昭　

浩

成　

田　

昭　

浩

　

今
回
の
決
算
審
査
に
あ
た
り
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
ル
ー
ル
や
幌
別
東
団
地
の
空
き

部
屋
対
策
な
ど
の
地
域
要
望
、
消
防
サ
イ
レ
ン

整
備
や
冬
道
安
全
対
策
な
ど
市
民
の
安
全
に
か

か
わ
る
項
目
を
質
問
し
、
さ
ら
に
は
敬
老
会
補

助
金
関
連
や
今
後
の
陸
上
競
技
場
に
お
け
る
将

来
展
望
の
提
言
な
ど
を
行
っ
た
。

杉　

尾　

直　

樹

杉　

尾　

直　

樹

質　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料
の
債
務

負
担
行
為
に
つ
い
て
、
指
定
期
間
、
委
託
料
の

限
度
額
、
指
定
管
理
者
の
あ
り
方
や
制
度
活
用

の
効
果
に
つ
い
て
。

答　

長
期
的
視
点
で
、
人
件
費
を
含
め
た
必
要

経
費
な
ど
適
正
に
定
め
た
。
現
状
の
運
営
管
理

費
に
比
べ
400
万
円
ほ
ど
削
減
効
果
が
あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
評
価
は
報
告
書
の
提
出
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り
検
証
し
た
い
。

成　

田　

昭　

浩

成　

田　

昭　

浩

質　

公
共
下
水
道
事
業
費
に
つ
い
て
、
老
朽
化

し
た
雨
水
管
き
ょ
や
排
水
管
き
ょ
の
今
後
の
改

築
更
新
事
業
の
有
無
と
取
り
組
み
は
。

答　

雨
水
と
排
水
の
両
管
き
ょ
の
改
築
更
新
計

画
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
と
土
木
の
両
グ
ル
ー

プ
で
協
議
中
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
に
計
画
す

る
。
汚
水
管
き
ょ
改
良
工
事
は
、
年
次
的
に
取

り
組
む
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

平成23年度各会計決算審査平成23年度各会計決算審査
10月23日・24日・25日の 3日間で審査を行いました

平成24年度補正予算審査平成24年度補正予算審査
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河
川
防
護
柵
設
置
事
業
費
に
つ
い
て
、
ヤ
ン

ケ
シ
2
号
橋
沿
い
に
鉄
パ
イ
プ
で
仮
の
防
護
柵

が
作
ら
れ
た
が
、
正
規
防
護
柵
設
置
の
考
え
に

つ
い
て
た
だ
し
た
。
上
鷲
別
川
の
工
事
が
5
年

事
業
の
た
め
、
工
事
終
了
後
を
予
定
と
し
て
い

る
が
、
国
の
助
成
金
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
速

や
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

村　

井　

寿　

行

村　

井　

寿　

行

　

子
育
て
支
援
事
業
（
ひ
ろ
ば
型
）
は
、
ス
タ

ー
ト
時
点
か
ら
好
評
で
あ
り
、
今
後
は
各
地
区

へ
の
設
置
を
要
望
し
て
い
た
。

　

行
政
側
も
積
極
的
に
検
討
す
る
考
え
を
示
し

て
い
た
が
、
平
成
24
年
度
に
お
け
る
増
設
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
平
成
25
年
度
に

向
け
て
の
再
検
討
を
強
く
要
請
し
た
。

天
神
林　

美　

彦

天
神
林　

美　

彦

　

不
登
校
・
い
じ
め
等
対
策
経
費
に
つ
い
て
、

い
じ
め
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
じ

め
相
談
で
年
間
6
件
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
相
談
の
開
設
時
間
に
利
用
し

づ
ら
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
。
次
年

度
に
向
け
て
、
土
日
開
設
や
夜
間
開
設
を
す
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
提
案
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

質　

妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
率
と
、
乳
幼
児
家

庭
訪
問
の
内
容
や
虐
待
の
有
無
に
つ
い
て
。

答　

予
定
日
よ
り
早
く
出
産
す
る
場
合
も
あ
る

た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
の
利
用
率
は
77
％
。
家

庭
訪
問
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相
談
を
行
い
、
子

ど
も
の
発
達
・
発
育
、
母
親
の
健
康
管
理
を
促

す
。
乳
幼
児
健
康
診
査
で
は
虐
待
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

木　

村　

俊　

子

木　

村　

俊　

子

　

歳
出
で
は
、
市
職
員
の
資
質
向
上
の
研
修
や
、

市
民
自
治
推
進
委
員
会
の
あ
り
方
、
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
、
学
校
内
で
の
い
じ
め
な
ど
の
防

止
策
を
た
だ
し
た
。
歳
入
で
は
、
使
用
料
・
手

数
料
算
定
根
拠
の
明
確
性
や
、
財
源
難
と
老
朽

化
す
る
集
会
施
設
、
受
益
者
負
担
の
原
則
な
ど

か
ら
減
額
・
免
除
団
体
の
適
用
範
囲
と
使
用
料
、

今
後
の
財
源
確
保
の
考
え
な
ど
を
た
だ
し
た
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

質　

登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
へ

の
労
災
保
険
適
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答　

全
国
的
に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
の
事
故
に
対
す
る
保
険
適
用
の
件
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
厚
生
労
働
省
の
判
断

を
踏
ま
え
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対

し
て
安
全
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

上　

村　

幸　

雄

上　

村　

幸　

雄

質　

児
童
生
徒
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
に
関
し

て
、
助
成
金
の
金
額
設
定
の
根
拠
、
助
成
金
の

増
額
や
助
成
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
。

答　

現
行
は
幅
広
い
助
成
金
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
内
容
な
の
で
、
現
行
の
助
成
内
容
を
継
続

し
た
い
。

鈴　

木　

広　

之

鈴　

木　

広　

之

質　

市
内
に
あ
る
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
、
市

内
の
公
園
に
植
え
ら
れ
て
い
る
樹
木
な
ど
は
、

ど
の
よ
う
な
基
準
・
配
慮
の
下
、
安
全
な
管
理

が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

植
樹
な
ど
に
関
し
て
地
域
住
民
の
意
見
も

考
慮
し
つ
つ
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
ア
レ
ル

ギ
ー
保
有
者
に
対
す
る
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

米　

田　

登
美
子

米　

田　

登
美
子

質　

登
別
保
育
所
運
営
管
理
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
、
保
育
の
充
実
や
コ
ス
ト
面
で
の
合
理
化

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
学
校
法
人
登

別
立
正
学
園
」
へ
の
委
託
を
継
続
と
あ
る
が
、

コ
ス
ト
面
で
の
合
理
化
と
は
。

答　

市
直
営
と
民
間
委
託
の
運
営
費
を
比
較
し

た
場
合
、
約
2
割
の
人
件
費
の
減
額
が
図
ら
れ

て
い
る
。

佐
々
木　

久
美
子

佐
々
木　

久
美
子

平成23年度各会計決算審査平成23年度各会計決算審査

平成24年度北海道市議会議長会平成24年度北海道市議会議長会
道南支部議員研修会が開催されました道南支部議員研修会が開催されました

　平成24年度北海道市議会議長会道南支部議員研修会が、10月 4 日に苫小牧
グランドホテルニュー王子で開催されました。
　この研修会には、当市議会のほか、函館市、北斗市、苫小牧市、室蘭市、
伊達市の各市議会議員と事務局職員合わせて130名が参加しました。
　研修会では、「地方議会の新たな課題～議会改革と活性化～」と題して、
元全国都道府県議会議長会議事調査部長の野

の

村
むら

稔
みのる

さんを講師に招き、議会改
革の必要性や進め方、議会や議員の役割、
議員の位置づけと処遇、議員のあるべき姿
などについての講演が行われ、専門的知見
と積み重ねたキャリア、またそのお人柄が
語らせる言葉一つ一つに多くを学びました。
　研修会終了後は、各市議会の議員が情報
交換を行い、交流と親ぼくを深めました。
平成25年度の研修会は当市で開催される予
定ですので、登別の魅力もしっかりアピー
ルしていきます。

広報のぼりべつ2013年2月号31 議会だより でぃすかす



温泉・
カルルス 登別

フォーラム
内容評価

幌別 鷲別 全体

100%

80%

60%

40%

20%

0%

③評価しない 01 0 0 1

②やや評価する 65 9 17 37

①評価する 54 6 12 27

温泉・
カルルス 登別

④わからない

議員定数

幌別 鷲別 全体

30

100%

80%

60%

40%

20%

0%

2 1 6
③減らした方がよい 66 7 16 35
②現状でよい 24 6 11 23
①増やした方がよい 00 0 1 1

温泉・
カルルス 登別

④わからない

議員報酬

幌別 鷲別 全体

31

100%

80%

60%

40%

20%

0%

3 2 9
③安いと思う 02 3 4 9
②普通だと思う 64 6 19 35
①高額だと思う 23 3 4 12

平成24年度・第 6回「議会フォーラム」を終えて
　11月26日、市内 4地区で開催された「議会フォーラム」における市民意見（地域の問題・課題と議員定数・
議員報酬）と参加者を対象としたアンケート調査結果の一部を報告します。
　なお、報告書の全体については、今後議会図書室と市議会ホームページで公開します。

地域の問題・課題など

≪アンケート結果≫

議員定数・議員報酬

① 登別温泉地区は、がけ崩れの心配があ
る地区であり、水源地や浄水場もある
ことから、災害全般に対する青写真が
必要である

② 町内会活動では、アパートなどに住む
方々のきずなが少ない

① 現状の活動に対する議員自身の考えを
示すべきである

② 現在の議員報酬は、他の収入がなけれ
ば、年収としては安い方だと思う。定
数についても妥当に思える

③地区別に定数を決められないのか

① 観光客への防災対策（登別温泉方面の
がけ崩れ対策や食糧の備蓄など）

② 観光地としての美化活動（雑草対策、
液体除草剤の活用など）

③ 草刈りボランティアに対する許可の確
認窓口などを明確にしてほしい

① 定数は減らすべき（室蘭と比較）減ら
した分で報酬を上げてもよい

② 議会から定数・報酬について言うべき
ではなく堂々と活動すべき

③ 政治活動をするためには政務調査費は
上げてもよい

① らいば公園が暗く駐車禁止で客も閑散
としており何とかならないか

② アーニスの立体駐車場は高齢者には利
用しづらいため、らいば公園の一部を
駐車場にすべき

③ 町内会の重点活動と議会活動がズレて
おり、問題点を理解してない

① 一定の規模と人数を決めたら、議員定
数のルール作りをしておく

② 人口が増える要素がない中、 4名減ら
して、報酬は減らす必要なし

③ 人数を減らして議会を活性化させ、報
酬はむしろ上げてもよい

① 防犯灯のＬＥＤ活用は、電気代の面か
ら効果があることから全市的に取り組
むべきである

②警察の地域パトロール強化が必要
③ 鷲別小学校周辺の交通量が多いので、
信号機の増設など対応が必要

※議員定数、議員報酬の結果については、今後の「議会費全体の検討」における参考とします。

【フォーラム参加者：72名】

▲登別温泉・カルルス地区
　（カント・レラ）

▲登別地区（婦人センター） ▲幌別地区（しんた21） ▲鷲別地区（鷲別公民館）

【アンケート回答者：65名】

① 議員定数を削減すると市民の意見が反
映されなくなるのではないか

② 人口減少傾向では定数削減はやむを得
ないが、若手が立候補できる環境を整
えるために報酬をアップする必要もあ
ると思う

登別温泉・
カルルス
地　区

登　別
地　区

幌　別
地　区

鷲　別
地　区

広報のぼりべつ2013年2月号 32議会だより でぃすかす



委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り

　

今
年
度
か
ら
、
中
学
校
の
体

育
の
授
業
で
武
道
が
必
修
化
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
10
月
31
日

に
幌
別
中
学
校
の
柔
道
の
授
業

を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
だ
十
分

設
備
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
男
女
別
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
、
ダ
ン
ス
の
授
業

と
並
行
す
る
こ
と
で
混
雑
を
解

消
し
、
ま
た
指
導
教
諭
複
数
で

対
応
す
る
な
ど
、
安
全
に
配
慮

す
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
は
、
ふ
ぉ
れ
す

と
鉱
山
の
指
定
管
理
者
で
あ
る

モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
、
指
定
管
理
の

あ
り
方
や
活
動
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
末
に
発
生
し
た

大
規
模
停
電
に
よ
る
災
害
に
つ

い
て
、
市
か
ら
そ
の
経
過
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
が
、
災
害
時
に

お
け
る
今
後
の
体
制
な
ど
の
再

検
討
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
当

委
員
会

と
し
て

も
引
き

続
き
注

視
、
提

言
し
て

い
き
ま

す
。

　

生
活
・
福
祉
委
員
会
は
、

11
月
14
日
、
平
成
25
年
第

１
回
定
例
会
で
上
程
さ
れ

る
予
定
の
「
登
別
市
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と

「
登
別
市
地
域
福
祉
計
画
」

の
各
案
に
つ
い
て
、
登
別

市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
の
委
員
5
人
に

出
席
い
た
だ
き
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
条
例
」
と
「
計

画
」
は
平
成
23
年
１
月
か

ら
平
成
24
年
6
月
ま
で
１

年
半
に
わ
た
り
、
45
回
の

議
論
を
経
て
市
に
対
し
意

見
具
申
が
あ
っ
た
も
の
で
、

当
委
員
会
と
し
て
は
検
討

委
員
会
の
条
例
と
計
画
策

定
に
対
す
る
思
い
を
伺
い
、

そ
の
思
い
を
さ
ら
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
検
討
委
員
の
ほ

か
、
当
委
員
会
の
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
、
田
中

秀
治
さ
ん
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
勉
強
会
終
了

後
、
委

員
と
議

会
サ
ポ

ー
タ
ー

と
の
意

見
交
換

を
行
い

ま
し
た
。

　

市
内
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

む
当
委
員
会
は
、
10
月
29
日
に
札

内
地
区
の
事
業
所
視
察
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

① 

産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
「
ア
ー

ル
・
ア
ン
ド
・
イ
ー
」
の
将
来

を
見
越
し
た
研
究
開
発
は
好
事

例
で
、
融
雪
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

地
元
活
用
の
必
要
性

② 

鶏
卵
の
生
産
・
販
売
の
「
ホ
ク

リ
ヨ
ウ
」
で
は
、
衛
生
と
品
質

管
理
を
徹
底
し
て
お
り
、
鶏
卵

を
付
加
価
値
化
し
た
産
業
起
こ

し
の
検
討

③ 

バ
ギ
ー
が
楽
し
め
る
「
登
別
オ

フ
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
」
と
乗
馬
の

「
登
別
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
『
遊
駿

で
は
、
コ
ラ
ボ
で
お
得
セ
ッ
ト

を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

誘
客
へ
の
対
応

④ 

ゴ
ル
フ
場
の
「
登
別
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
」
で
は
、
道
外
客
の

誘
客
に
目
を
向
け
、
知
名
度
ア

ッ
プ
へ
の
展
開

な
ど
と
、
一
連
の
活
動
か
ら
問
題
・

課
題
と
対
応
な
ど
が
見
え
ま
し
た
。

各
事
業
所
の
特

性
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
産
業

と
の
き
め
細
や

か
な
連
携
シ
ス

テ
ム
構
築
の
必

要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

』」

総務・教育委員会総務・教育委員会

生活・福祉委員会生活・福祉委員会

観光・経済委員会観光・経済委員会

『釜石の奇跡』を学びませんか！『釜石の奇跡』を学びませんか！ 水道施設と水道事業の水道施設と水道事業の
今後についてを調査しました今後についてを調査しました　登別市議会議員会は、次のとおり研修会を開催します。

　講師には、岩手県釜石市の防災危機管理アドバイザーと
して防災教育に取り組み、東日本大震災の津波で、99.8％
の小中学生が生き延びた「釜石の奇跡」の立役者である、
群馬大学大学院教授の片

かた

田
だ

敏
とし

孝
たか

さんをお迎えします。
　誰もが学ぶべき災害に対する備えについて市民の皆さん
も一緒に考えてみませんか。
【開 催 日 時】 4 月12日㈮　開場13：00　開演13：30
【開 催 場 所】登別市民会館　大ホール
【講演テーマ】「想定を超える災害にどう備えるか
　　　　　　　　～釜石市津波防災教育に学ぶ
 これからの地域防災～」
※入場料は無料です。直接会場にお越しください。
お問い合わせ：議会事務局（☎859220）

　11月19日・20日の 2日間、観光・経済委員会
が開催され、委員 6名のほか、 8名の議員が参
加し、水道施設の現地調査と水道事業の将来展
望に関する調査を行いました。
　現地調査では、市内の浄水場や配水池などの
上水道施設の現状を視察しました。その後、市
水道グループから説明を受け、老朽化や耐震化
も視野に入れた施設の更新・整備の考え方や給
水人口、給水量減少の課題への対応など、将来
にわたり安心・安全な水を供給するために、新
たな水源調査や水道事業の広域化も検証しなが
ら事業に取り組んでいくことを確認しました。

広報のぼりべつ2013年2月号33 議会だより でぃすかす
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2013 カルルス温泉冬まつり
３月３日日 カルルス温泉サンライバスキー場

登別地獄まつり半世紀記念

☎

楽しいイベント
盛りだくさん

▼日時　 2月17日㈰　10時～15時

▼  場所　だて歴史の杜カルチャーセン
ター屋内・屋外特設会場

▼内容
•屋外会場
特設すべり台、雪上綱引き大会、伊
達ウィンターまるごと市、働く車展
示、スタンプラリー

•屋内会場
伊達寄席（桂枝光独演会）、市民発
表会、フラワーアレンジメント教室

▼問い合わせ　同実行委員会事務局
　（伊達青年会議所内・☎0142㉓4053）

真冬の氷上B
バーベキュー

BQ
BBQ o

オン

n I
アイス

CE 2013
第四戦

伊達雪まつり－冬の陣－

▼月日　 2月 9日㈯～11日㈪

▼場所　ポロト湖特設会場

▼内容
　① 氷上手ぶらでＢＢＱコース…ＢＢ
Ｑ（牛豚焼肉150㌘＋野菜）セッ
ト、ワンドリンク（各日100人）

　② ポロトコタン特別プログラム鑑賞
コース…ＢＢＱセット、ワンドリ
ンク、ポロトコタン特別プログラ
ム鑑賞券（ 9・10日・各日50人）

▼前売り券　①1,500円、②2,500円

▼問い合わせ　白老観光協会
 （☎ 0 1 4 4 82 2 2 1 6 )

だんパラ 冬のイベント

◎むろらん冬まつり
　もちまきや大じゃんけん大会のほか、
雪山の宝さがしなどを行います。

▼日時　 2月17日㈰　10時～

▼問い合わせ　だんパラスキー場
 （☎43 5 6 0 0 ）
◎雪像ゆきまつりinだんパラ
　バラエティに富んだ雪像が並びます。
10日㈰・16日㈯17時～20時、11日㈪・
17日㈰10時～14時はスノーバーが開店。

▼月日　 2月10日㈰～17日㈰

▼問い合わせ　同実行委員会
 （中村さん・☎090－8273－7417）


